
総
務
省
令
第
三
十
八
号

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
一
年
法
律
第
二
号
）
及
び
地
方
税
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
（
平
成
三
十
一
年
政
令
第
八
十
七
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
、

自
動
車
重
量
譲
与
税
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
九
十
号
）
及
び
地
方
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
二
百
四
十
五
号

）
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
方
税
法
施
行
規
則
及
び
自
動
車
重
量
譲
与
税
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

総
務
大
臣

石
田

真
敏

地
方
税
法
施
行
規
則
及
び
自
動
車
重
量
譲
与
税
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
地
方
税
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

地
方
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
総
理
府
令
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
十
七
を
第
一
条
の
十
九
と
す
る
。

第
一
条
の
十
六
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
第
三
十
七
条
の
二
第
四
項
及
び
第
三
百
十
四
条
の
七
第
四
項
」
を
「
第
三
十



一
頁

七
条
の
二
第
十
三
項
及
び
第
三
百
十
四
条
の
七
第
十
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
一
条
の
十
八
と
す
る
。

第
一
条
の
十
五
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
法
第
三
十
七
条
の
二
第
三
項
及
び
第
三
百
十
四
条
の
七
第
三
項
の
申
出
書
の
提
出
方
法
等
）

第
一
条
の
十
六

法
第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
百
十
四
条
の
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
（
以
下
こ
の
条
及
び

次
条
に
お
い
て
「
指
定
」
と
い
う
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
都
道
府
県
、
市
町
村
又
は
特
別
区
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条

に
お
い
て
「
都
道
府
県
等
」
と
い
う
。
）
は
、
指
定
対
象
期
間
の
初
日
の
属
す
る
年
の
七
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
に
、
法
第
三
十
七
条
の
二
第
三
項
及
び
第
三
百
十
四
条
の
七
第
三
項
に
規
定
す
る
申
出
書
及
び
書
類
（
次
条
第
二

項
第
四
号
に
お
い
て
「
申
出
書
等
」
と
い
う
。
）
を
総
務
大
臣
に
（
市
町
村
又
は
特
別
区
に
あ
つ
て
は
、
都
道
府
県
知
事

を
経
由
し
て
総
務
大
臣
に
）
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
指
定
対
象
期
間
と
は
、
毎
年
十
月
一
日
か
ら
翌
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
を
い
う
。

（
法
第
三
十
七
条
の
二
第
三
項
及
び
第
三
百
十
四
条
の
七
第
三
項
の
申
出
書
の
記
載
事
項
等
）

第
一
条
の
十
七

法
第
三
十
七
条
の
二
第
三
項
及
び
第
三
百
十
四
条
の
七
第
三
項
に
規
定
す
る
第
一
号
寄
附
金
の
募
集
の
適

正
な
実
施
に
関
し
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
法
第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
百
十
四
条



二
頁

の
七
第
二
項
に
規
定
す
る
返
礼
品
等
（
次
項
第
五
号
に
お
い
て
「
返
礼
品
等
」
と
い
う
。
）
を
提
供
し
な
い
場
合
に
は
、

第
一
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
）
と
す
る
。

一

法
第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
百
十
四
条
の
七
第
二
項
に
規
定
す
る
第
一
号
寄
附
金
の
募
集
の
適
正
な
実
施

に
係
る
基
準
に
適
合
す
る
旨

二

法
第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
百
十
四
条
の
七
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
旨

三

法
第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
百
十
四
条
の
七
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
旨

四

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
に
関
し
必
要
な
事
項

２

法
第
三
十
七
条
の
二
第
三
項
及
び
第
三
百
十
四
条
の
七
第
三
項
に
規
定
す
る
申
出
書
に
添
え
る
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定

す
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

一

都
道
府
県
等
の
法
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
百
十
四
条
の
七
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
寄
附
金
（

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
第
一
号
寄
附
金
」
と
い
う
。
）
の
募
集
の
取
組
及
び
当
該
都
道
府
県
等
が
受
領
し
た
第
一
号

寄
附
金
の
額
の
実
績
に
つ
い
て
総
務
大
臣
が
実
施
し
た
調
査
の
結
果
に
関
す
る
書
類

二

前
条
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
対
象
期
間
（
次
号
及
び
第
五
号
に
お
い
て
「
指
定
対
象
期
間
」
と
い
う
。
）
の
初
日



三
頁

の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
に
お
け
る
都
道
府
県
等
の
第
一
号
寄
附
金
の
募
集
に
要
し
た
経
費
に
関
す
る
書
類

三

都
道
府
県
等
が
指
定
対
象
期
間
に
行
お
う
と
す
る
第
一
号
寄
附
金
の
募
集
の
取
組
の
内
容
に
関
す
る
書
類

四

平
成
三
十
年
十
一
月
一
日
か
ら
申
出
書
等
を
提
出
す
る
日
ま
で
の
都
道
府
県
等
に
お
け
る
第
一
号
寄
附
金
の
募
集
の

取
組
の
実
施
状
況
及
び
そ
の
結
果
に
関
す
る
書
類

五

都
道
府
県
等
が
指
定
対
象
期
間
に
提
供
す
る
返
礼
品
等
の
内
容
に
関
す
る
書
類

六

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
に
関
し
必
要
な
書
類

３

総
務
大
臣
は
、
都
道
府
県
等
の
指
定
に
関
し
支
障
が
な
い
と
認
め
る
場
合
に
は
、
当
該
都
道
府
県
等
に
つ
い
て
、
前
項

各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
一
部
又
は
全
部
を
省
略
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
条
の
二
第
四
項
中
「
第
四
十
七
条
の
二
第
四
項
及
び
第
五
項
」
を
「
第
四
十
七
条
の
二
第
五
項
及
び
第
六
項
」
に
改

め
、
同
条
第
八
項
中
「
第
三
十
七
条
の
二
第
三
項
又
は
第
三
百
十
四
条
の
七
第
三
項
」
を
「
第
三
十
七
条
の
二
第
十
二
項
又

は
第
三
百
十
四
条
の
七
第
十
二
項
」
に
改
め
る
。

第
七
条
の
二
の
十
中
「
平
成
二
十
四
年
二
月
一
日
」
を
「
平
成
二
十
八
年
六
月
一
日
」
に
、
「
第
三
表
」
を
「
第
七
表
」

に
改
め
、
「
細
分
類
）
」
の
下
に
「
、
単
独
・
本
所
・
支
所
（
三
区
分
）
」
を
、
「
表
頭
」
の
下
に
「
「
総
数
」
の
う
ち
」



四
頁

を
加
え
、
「
及
び
「
六
九
四

不
動
産
管
理
業
」
を
「
、
「
六
九
四

不
動
産
管
理
業
」
、
「
七
〇
一
一

総
合
リ
ー
ス
業

」
及
び
「
七
〇
二

産
業
用
機
械
器
具
賃
貸
業
」
に
改
め
、
「
技
術
サ
ー
ビ
ス
業
」
の
欄
の
額
」
の
下
に
「
か
ら
「
七
二
八

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
、
純
粋
持
株
会
社
」
、
「
七
三

広
告
業
」
、
「
七
四
六
二

商
業
写
真
業
」
及
び
「
七
四
九

そ
の
他
の
技
術
サ
ー
ビ
ス
業
」
の
各
欄
の
額
を
控
除
し
た
額
」
を
、
「
）
」
の
欄
の
額
」
の
下
に
「
か
ら
「
八
八
二

産

業
廃
棄
物
処
理
業
」
、
「
九
〇
一

機
械
修
理
業
（
電
気
機
械
器
具
を
除
く
）
」
、
「
九
一
二

労
働
者
派
遣
業
」
、
「
九

二
二
一

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
」
及
び
「
九
二
九

他
に
分
類
さ
れ
な
い
事
業
サ
ー
ビ
ス
業
」
の
各
欄
の
額
を
控
除
し
た

額
」
を
加
え
る
。

第
八
条
の
十
六
及
び
第
八
条
の
十
七
中
「
第
六
十
三
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
六
十
三
条
の
五
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
九
条
中
「
道
府
県
知
事
」
の
下
に
「
又
は
地
方
税
共
同
機
構
」
を
加
え
る
。

第
十
条
の
七
の
三
第
五
項
及
び
第
六
項
中
「
第
四
十
九
条
の
十
五
第
二
項
第
五
号
」
を
「
第
四
十
九
条
の
十
五
第
二
項
第

四
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
次
項
第
二
号
」
の
下
に
「
及
び
第
五
号
」
を
加
え
、
同
条
第
七
項
中
「
第
四
十
九
条
の

十
五
第
二
項
第
六
号
」
を
「
第
四
十
九
条
の
十
五
第
二
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
（
無
料
又
は
低
額
な
費
用

で
介
護
保
険
法
第
八
条
第
二
十
八
項
に
規
定
す
る
介
護
老
人
保
健
施
設
を
利
用
さ
せ
る
事
業
に
限
る
。
）
の
用
」
を
「
の
用



五
頁

」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
第
四
十
九
条
の
十
五
第
二
項
第
八
号
」
を
「
第
四
十
九
条
の
十
五
第
二
項
第
七
号
」
に
改
め

、
同
条
第
九
項
か
ら
第
十
五
項
ま
で
の
規
定
中
「
第
四
十
九
条
の
十
五
第
二
項
第
十
号
」
を
「
第
四
十
九
条
の
十
五
第
二
項

第
九
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
の
二
十
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
の
二
十
二

削
除

第
二
十
四
条
の
三
十
九
第
一
項
第
七
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

七
の
二

法
第
百
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
の
提
出

七
の
三

法
第
百
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
書
の
提
出

七
の
四

法
第
百
五
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
又
は
報
告
書
の
提
出

第
二
十
四
条
の
四
十
第
一
項
第
五
号
を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
一

政
令
第
二
十
四
条
の
三
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
通
知

第
二
十
四
条
の
四
十
第
一
項
第
四
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

法
第
三
百
二
十
一
条
の
十
四
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
通
知



六
頁

第
二
十
四
条
の
四
十
第
一
項
第
三
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
二
号
の
次
に
次
の
四
号
を
加
え
る
。

三

法
第
五
十
三
条
第
四
十
二
項
及
び
第
四
十
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知

四

法
第
五
十
八
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
通
知

五

法
第
六
十
三
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
通
知

六

法
第
七
十
二
条
の
四
十
八
の
二
第
八
項
及
び
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知

第
三
十
一
条
の
二
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
機
構
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
）

」
を
付
す
る
。

第
三
十
一
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
三
十
一
条
の
三

機
構
は
、
道
路
運
送
車
両
法
施
行
規
則
第
六
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
国
土
交
通
大
臣
が
電
気
通
信
回

線
を
通
じ
て
道
路
運
送
車
両
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
二
百
五
十
四
号
）
第
十
二
条
の
納
付
の
有
無
の
事
実
の

確
認
を
行
う
場
合
で
あ
つ
て
、
国
土
交
通
大
臣
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
登
録
さ
れ
て
い
る
情
報
を
道
府
県
知
事
が

そ
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
登
録
さ
れ
て
い
る
情
報
と
照
合
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
と
き
は
、
道
府
県
知
事
の
使

用
に
係
る
電
子
計
算
機
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
事
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。



七
頁

第
三
十
一
条
の
五
第
一
号
中
「
第
七
百
六
十
二
条
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
通
知
を
い
う
。
次
条
第
一
号
」
の
下
に
「
及
び
第

三
十
一
条
の
六
の
二
」
を
加
え
る
。

第
三
十
一
条
の
六
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
七
百
九
十
条
の
二
の
軽
微
な
事
象
等
）

第
三
十
一
条
の
六
の
二

法
第
七
百
九
十
条
の
二
の
総
務
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
事
象
は
、
地
方
税
関
係
申
告
等
を
行
う
者

の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
の
故
障
そ
の
他
の
当
該
事
象
に
よ
る
影
響
を
受
け
る
者
が
限
ら
れ
て
い
る
事
象
と
す
る
。

２

法
第
七
百
九
十
条
の
二
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
同
条
の
事
象
の
状
況
及
び
そ
れ
に
対
す
る
処
置
と

す
る
。

附
則
第
二
条
の
七
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
附
則
第
九
条
第
二
十
二
項
の
取
引
）

第
二
条
の
八

法
附
則
第
九
条
第
二
十
二
項
に
規
定
す
る
特
定
吸
収
分
割
会
社
と
特
定
吸
収
分
割
承
継
会
社
と
の
間
で
行
う

取
引
の
う
ち
、
電
気
の
安
定
供
給
の
確
保
の
た
め
必
要
な
も
の
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
電
気
事
業
会
計
規

則
（
昭
和
四
十
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
七
号
）
附
則
第
四
項
に
規
定
す
る
特
定
分
割
取
引
で
あ
つ
て
、
か
つ
、
当
該
取



八
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引
に
係
る
収
益
を
同
令
附
則
第
三
項
に
規
定
す
る
特
定
分
割
取
引
収
益
に
整
理
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
項
の
承
認
を
受
け

た
取
引
と
す
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
十
第
三
号
中
「
地
方
入
国
管
理
局
」
を
「
地
方
出
入
国
在
留
管
理
局
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
二
十
を
削
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
二
十
一
中
「
の
際
に
」
を
「
を
し
た
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
三
条
の
二
の
二
十
二
と
す
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
十
九
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
附
則
第
七
条
第
二
十
二
項
」
を
「
附
則
第
七
条
第
二
十
三
項

」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
附
則
第
七
条
第
二
十
二
項
第
一
号
」
を
「
附
則
第
七
条
第
二
十
三
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同

条
を
附
則
第
三
条
の
二
の
二
十
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
附
則
第
十
一
条
第
十
七
項
の
特
定
公
益
的
施
設
等
）

第
三
条
の
二
の
二
十
一

法
附
則
第
十
一
条
第
十
七
項
に
規
定
す
る
特
定
公
益
的
施
設
又
は
特
定
公
共
施
設
の
う
ち
総
務
省

令
で
定
め
る
も
の
は
、
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
四
年
復
興
庁
令
第
三
号
）
第
八
条
第
一
項
第

七
号
に
掲
げ
る
事
業
に
よ
り
整
備
す
る
同
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
施
設
と
す
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
十
八
第
二
項
中
「
附
則
第
七
条
第
二
十
一
項
」
を
「
附
則
第
七
条
第
二
十
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を



九
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附
則
第
三
条
の
二
の
十
九
と
す
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
十
七
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
附
則
第
七
条
第
二
十
項
」
を
「
附
則
第
七
条
第
二
十
一
項
」
に
改

め
、
同
条
を
附
則
第
三
条
の
二
の
十
八
と
す
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
十
六
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
政
令
附
則
第
七
条
第
十
九
項
の
証
明
が
さ
れ
た
家
屋
）

第
三
条
の
二
の
十
七

政
令
附
則
第
七
条
第
十
九
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
証
明
が
さ
れ
た
家
屋

は
、
当
該
家
屋
が
同
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
に
つ
い
て
国
土
交
通
大
臣
の
証
明
が
さ
れ
た

家
屋
と
す
る
。

附
則
第
四
条
の
四
第
一
項
中
「
当
該
自
動
車
の
」
を
「
お
い
て
」
に
、
「
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「
旨
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
」
に
、
「
が
併
記
さ
れ
て
」
を
「
を
用
い
る
旨
が
併
せ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
及
び
第
七
項
中

「
当
該
自
動
車
が
」
を
「
お
い
て
」
に
、
「
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項

第
一
号
中
「
及
び
次
条
」
を
「
か
ら
附
則
第
四
条
の
六
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
十
四
項
及
び
次
条
」
を
「
以

下
こ
の
条
か
ら
附
則
第
四
条
の
六
ま
で
」
に
、
「
当
該
自
動
車
が
平
成
三
十
二
年
度
燃
費
基
準
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
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車
又
は
平
成
三
十
二
年
度
燃
費
基
準
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
で
あ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「
お
い
て
そ
の
旨
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
第
一
号
中
「
第
十
五
条
第
一
号
」
を
「
第
十
八
条
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項

第
二
号
中
「
第
十
五
条
第
八
号
」
を
「
第
十
八
条
第
八
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
項
第
二
号
中
「
及
び
次
条
」
を
「
か
ら

附
則
第
四
条
の
六
ま
で
」
に
、
「
当
該
自
動
車
が
平
成
二
十
七
年
度
燃
費
基
準
三
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
又
は
平
成

二
十
七
年
度
燃
費
基
準
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
で
あ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「
お
い
て
そ
の
旨
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
条
第
十
三
項
第
二
号
中
「
当
該
自
動
車
が
平
成
二
十
七
年
度
燃
費
基
準
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成

車
で
あ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「
お
い
て
そ
の
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
条
第
十
四
項
第
一
号
中
「
次
条

」
の
下
に
「
及
び
附
則
第
四
条
の
六
第
八
項
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
当
該
自
動
車
が
平
成
三
十
二
年
度
燃
費
基
準
五

十
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
又
は
平
成
三
十
二
年
度
燃
費
基
準
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
で
あ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て

」
を
「
お
い
て
そ
の
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
条
第
十
九
項
第
二
号
中
「
当
該
自
動
車
が
平
成
二
十
七
年
度
燃

費
基
準
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
で
あ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「
お
い
て
そ
の
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
」
に
改
め

、
同
条
第
二
十
項
中
「
次
条
」
の
下
に
「
及
び
附
則
第
四
条
の
六
第
十
五
項
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
当
該
自
動
車
が

平
成
二
十
七
年
度
燃
費
基
準
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
で
あ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「
お
い
て
そ
の
旨
が
明
ら
か
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に
さ
れ
て
」
に
改
め
る
。

附
則
第
四
条
の
五
の
見
出
し
を
「
（
法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
二
項
の
自
動
車
等
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
を
削

り
、
同
条
第
二
項
中
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
二
項
第
一
号
ロ
」
を
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
二
項
」
に
改
め
、

同
項
第
二
号
中
「
当
該
自
動
車
が
平
成
二
十
七
年
度
燃
費
基
準
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
で
あ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て

」
を
「
お
い
て
そ
の
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
一
項
と
し
、
同
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項

第
二
号
中
「
当
該
自
動
車
が
平
成
二
十
七
年
度
燃
費
基
準
十
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
で
あ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「

お
い
て
そ
の
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
五
項
第
二
号
中
「
当
該
自
動
車
が
平

成
二
十
七
年
度
燃
費
基
準
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
で
あ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「
お
い
て
そ
の
旨
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
六
項
第
二
号
中
「
当
該
自
動
車
が
平
成
二
十
七
年
度
燃
費
基
準
十

パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
で
あ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「
お
い
て
そ
の
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
当
該
自
動
車
が
平
成
二
十
七
年
度
燃
費
基
準
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
で
あ
る
こ

と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「
お
い
て
そ
の
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
八
項
第
二

号
中
「
当
該
自
動
車
が
平
成
二
十
七
年
度
燃
費
基
準
十
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
で
あ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「
お
い
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て
そ
の
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
九
項
を
削
り
、
同
条
第
十
項
中
「
附
則
第

十
二
条
の
二
の
二
第
四
項
第
一
号
ロ
」
を
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
当
該
自
動
車

が
平
成
二
十
七
年
度
燃
費
基
準
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
で
あ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「
お
い
て
そ
の
旨
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
中
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
四
項
第
二
号
」
を

「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
五
項
第
一
号
イ
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
イ
中
「
平
成
三
十
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
」

を
「
平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
平
成
十
七
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
」
を
「
平
成

十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
百
三
十
未
満
」
を
「
百
四
十
未
満
」
に
、
「
当
該
自
動
車

が
平
成
三
十
二
年
度
燃
費
基
準
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
で
あ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「
お
い
て
そ
の
旨
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
十
二
項
中
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
五
項
第
一
号
イ
」

を
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
五
項
第
一
号
ロ
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
当
該
自
動
車
が
平
成
二
十
七
年
度
燃
費
基

準
五
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
で
あ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「
お
い
て
そ
の
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
十
三
項
中
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
五
項
第
一
号
ロ
」
を
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
二

第
五
項
第
一
号
ハ
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
当
該
自
動
車
が
平
成
二
十
七
年
度
燃
費
基
準
十
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
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で
あ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「
お
い
て
そ
の
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
項
の

次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
五
項
第
二
号
に
規
定
す
る
乗
用
車
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件

11
に
該
当
す
る
自
動
車
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
自
動
車
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
。

イ

平
成
三
十
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
自
動
車

窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
細
目
告
示
第
四
十
一
条

第
一
項
第
三
号
の
表
の
イ
の
窒
素
酸
化
物
の
欄
に
掲
げ
る
値
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
自
動
車
で
、
か
つ
、
低
排
出

ガ
ス
車
認
定
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

平
成
十
七
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
自
動
車

窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
旧
細
目
告
示
第
四
十
一

条
第
一
項
第
三
号
イ
の
表
の

の
窒
素
酸
化
物
の
欄
に
掲
げ
る
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
自
動
車
で
、
か
つ
、
低

（1）

排
出
ガ
ス
車
認
定
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

平
成
三
十
二
年
度
燃
費
基
準
達
成
レ
ベ
ル
が
百
二
十
以
上
百
四
十
未
満
で
あ
る
こ
と
及
び
当
該
自
動
車
に
係
る
自
動

車
検
査
証
に
お
い
て
そ
の
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
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附
則
第
四
条
の
五
第
十
四
項
中
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
五
項
第
二
号
イ
」
を
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
五
項

第
三
号
イ
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
当
該
自
動
車
が
平
成
二
十
七
年
度
燃
費
基
準
五
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
で
あ
る

こ
と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「
お
い
て
そ
の
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
十
五

項
中
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
五
項
第
二
号
ロ
」
を
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
五
項
第
三
号
ロ
」
に
、
「
当
該
自

動
車
が
平
成
二
十
七
年
度
燃
費
基
準
十
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
で
あ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「
お
い
て
そ
の
旨
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
六
項
中
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
五
項
第
二
号

ハ
」
を
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
五
項
第
三
号
ハ
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
当
該
自
動
車
が
平
成
二
十
七
年
度
燃

費
基
準
五
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
で
あ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「
お
い
て
そ
の
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
」
に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
十
四
項
と
し
、
同
条
第
十
七
項
を
削
り
、
同
条
第
十
八
項
中
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
六
項
第
一
号
ロ

」
を
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
当
該
自
動
車
が
平
成
二
十
七
年
度
燃
費
基
準
十
パ

ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
で
あ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「
お
い
て
そ
の
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
十
五
項
と
し
、
同
条
第
十
九
項
中
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
六
項
第
二
号
」
を
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
七
項

第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
イ
中
「
平
成
三
十
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
」
を
「
平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車



一
五
頁

基
準
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
平
成
十
七
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
」
を
「
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
」
に

改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
当
該
自
動
車
が
平
成
三
十
二
年
度
燃
費
基
準
十
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
で
あ
る
こ
と
が
記
載
さ

れ
て
」
を
「
お
い
て
そ
の
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
六
項
と
し
、
同
条
第
二
十
項
中
「
附
則
第

十
二
条
の
二
の
二
第
七
項
第
一
号
イ
」
を
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
七
項
第
二
号
」
に
、
「
車
両
総
重
量
が
二
・
五
ト

ン
を
超
え
三
・
五
ト
ン
以
下
の
バ
ス
又
は
ト
ラ
ッ
ク
」
を
「
乗
用
車
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
イ
中
「
平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ

ン
軽
中
量
車
基
準
」
を
「
平
成
三
十
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
」
に
、
「
第
四
十
一
条
第
一
項
第
三
号
の
表
の
ハ
」
を
「

第
四
十
一
条
第
一
項
第
三
号
の
表
の
イ
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
」
を
「
平
成
十
七

年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
」
に
、
「
第
四
十
一
条
第
一
項
第
三
号
イ
の
表
の

」
を
「
第
四
十
一
条
第
一
項
第
三
号
イ
の

(3)

表
の

」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
平
成
二
十
七
年
度
燃
費
基
準
達
成
レ
ベ
ル
が
百
以
上
百
五
未
満
」
を
「
平
成
三
十
二

(1)

年
度
燃
費
基
準
達
成
レ
ベ
ル
が
百
十
以
上
百
二
十
未
満
」
に
、
「
当
該
自
動
車
が
平
成
二
十
七
年
度
燃
費
基
準
達
成
車
で
あ

る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「
お
い
て
そ
の
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
七
項
と
し
、
同
条
第
二

十
一
項
か
ら
第
二
十
四
項
ま
で
を
削
り
、
同
条
第
二
十
五
項
第
二
号
中
「
当
該
自
動
車
が
平
成
三
十
二
年
度
燃
費
基
準
達
成

車
で
あ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「
お
い
て
そ
の
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
八
項
と
し
、
同



一
六
頁

条
第
二
十
六
項
第
二
号
中
「
当
該
自
動
車
が
平
成
二
十
七
年
度
燃
費
基
準
五
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
で
あ
る
こ
と
が
記
載

さ
れ
て
」
を
「
お
い
て
そ
の
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
九
項
と
し
、
同
条
第
二
十
七
項
第
二
号

中
「
当
該
自
動
車
が
平
成
三
十
二
年
度
燃
費
基
準
達
成
車
で
あ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「
お
い
て
そ
の
旨
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
項
と
す
る
。

附
則
第
四
条
の
六
第
一
項
中
「
第
二
号
」
の
下
に
「
及
び
第
三
号
」
を
、
「
Ｊ
Ｃ
〇
八
モ
ー
ド
法
」
の
下
に
「
及
び
Ｗ
Ｌ

Ｔ
Ｃ
モ
ー
ド
法
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
第
二
号
中
「
Ｊ
Ｃ
〇
八
モ
ー
ド
法
」
を
「
お
い
て
そ
の
旨
並
び
に
Ｊ
Ｃ
〇
八
モ
ー

ド
法
及
び
Ｗ
Ｌ
Ｔ
Ｃ
モ
ー
ド
法
」
に
、
「
こ
と
及
び
当
該
自
動
車
が
平
成
二
十
二
年
度
燃
費
基
準
百
十
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達

成
車
で
あ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
第
二
号
中
「
Ｊ
Ｃ
〇
八
モ
ー
ド

法
」
を
「
お
い
て
そ
の
旨
並
び
に
Ｊ
Ｃ
〇
八
モ
ー
ド
法
及
び
Ｗ
Ｌ
Ｔ
Ｃ
モ
ー
ド
法
」
に
、
「
こ
と
及
び
当
該
自
動
車
が
平
成

二
十
二
年
度
燃
費
基
準
五
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
で
あ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
」
に

改
め
、
同
条
第
十
二
項
第
二
号
中
「
Ｊ
Ｃ
〇
八
モ
ー
ド
法
」
を
「
お
い
て
そ
の
旨
並
び
に
Ｊ
Ｃ
〇
八
モ
ー
ド
法
及
び
Ｗ
Ｌ
Ｔ

Ｃ
モ
ー
ド
法
」
に
、
「
こ
と
及
び
当
該
自
動
車
が
平
成
二
十
二
年
度
燃
費
基
準
三
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
で
あ
る
こ

と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
七
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
第
二
号
中
「



一
七
頁

Ｊ
Ｃ
〇
八
モ
ー
ド
法
」
を
「
お
い
て
そ
の
旨
並
び
に
Ｊ
Ｃ
〇
八
モ
ー
ド
法
及
び
Ｗ
Ｌ
Ｔ
Ｃ
モ
ー
ド
法
」
に
、
「
こ
と
及
び
当

該
自
動
車
が
平
成
二
十
二
年
度
燃
費
基
準
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
で
あ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「
旨
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
六
項
と
し
、
同
条
第
十
項
中
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
四
項
第
二
号
ロ
」
を

「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
四
項
第
三
号
ロ
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
Ｊ
Ｃ
〇
八
モ
ー
ド
法
」
を
「
お
い
て
そ
の
旨

並
び
に
Ｊ
Ｃ
〇
八
モ
ー
ド
法
及
び
Ｗ
Ｌ
Ｔ
Ｃ
モ
ー
ド
法
」
に
、
「
こ
と
及
び
当
該
自
動
車
が
平
成
二
十
二
年
度
燃
費
基
準
三

十
八
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
で
あ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十

四
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
四
項
第
五
号
に
規
定
す
る
車
両
総
重
量
が
三
・
五
ト
ン
を
超
え
る
バ
ス
又
は
ト
ラ
ッ
ク

15
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
（
平
成
二
十
八
年
軽
油
重
量
車
基
準
に
適
合
す
る
自
動
車
に
あ
つ
て

は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
要
件
を
除
く
。
）
に
該
当
す
る
自
動
車
と
す
る
。

一

窒
素
酸
化
物
及
び
粒
子
状
物
質
の
排
出
量
が
適
用
関
係
告
示
第
二
十
八
条
第
百
六
十
四
項
第
一
号
に
定
め
る
窒
素
酸

化
物
及
び
粒
子
状
物
質
の
値
の
十
分
の
九
を
超
え
な
い
自
動
車
で
、
か
つ
、
低
排
出
ガ
ス
車
認
定
を
受
け
た
も
の
で
あ

る
こ
と
。



一
八
頁

二

平
成
二
十
七
年
度
燃
費
基
準
達
成
レ
ベ
ル
が
百
以
上
百
五
未
満
で
あ
る
こ
と
及
び
当
該
自
動
車
に
係
る
自
動
車
検
査

証
に
お
い
て
そ
の
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

附
則
第
四
条
の
六
第
九
項
中
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
四
項
第
二
号
イ
」
を
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
四
項
第

三
号
イ
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
Ｊ
Ｃ
〇
八
モ
ー
ド
法
」
を
「
お
い
て
そ
の
旨
並
び
に
Ｊ
Ｃ
〇
八
モ
ー
ド
法
及
び
Ｗ
Ｌ

Ｔ
Ｃ
モ
ー
ド
法
」
に
、
「
こ
と
及
び
当
該
自
動
車
が
平
成
二
十
二
年
度
燃
費
基
準
六
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
で
あ
る

こ
と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
八
項
第
二
号
中
「

Ｊ
Ｃ
〇
八
モ
ー
ド
法
」
を
「
お
い
て
そ
の
旨
並
び
に
Ｊ
Ｃ
〇
八
モ
ー
ド
法
及
び
Ｗ
Ｌ
Ｔ
Ｃ
モ
ー
ド
法
」
に
、
「
こ
と
及
び
当

該
自
動
車
が
平
成
二
十
二
年
度
燃
費
基
準
四
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
で
あ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「
旨
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
四
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
車
両
総
重
量
が
二
・
五
ト
ン
を
超
え
三
・
五
ト
ン
以
下
の

11
バ
ス
又
は
ト
ラ
ッ
ク
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
自
動
車
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
自
動
車
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
。

イ

平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
自
動
車

窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
細
目
告
示
第
四
十
一
条



一
九
頁

第
一
項
第
三
号
の
表
の
ハ
の
窒
素
酸
化
物
の
欄
に
掲
げ
る
値
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
自
動
車
で
、
か
つ
、
低
排
出

ガ
ス
車
認
定
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
自
動
車

窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
旧
細
目
告
示
第
四
十
一

条
第
一
項
第
三
号
イ
の
表
の

の
窒
素
酸
化
物
の
欄
に
掲
げ
る
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
自
動
車
で
、
か
つ
、
低

(3)

排
出
ガ
ス
車
認
定
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

平
成
二
十
七
年
度
燃
費
基
準
達
成
レ
ベ
ル
が
百
以
上
百
五
未
満
で
あ
る
こ
と
及
び
当
該
自
動
車
に
係
る
自
動
車
検
査

証
に
お
い
て
そ
の
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
四
項
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
車
両
総
重
量
が
二
・
五
ト
ン
を
超
え
三
・
五
ト
ン
以
下
の

12
バ
ス
又
は
ト
ラ
ッ
ク
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
自
動
車
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
自
動
車
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
。

イ

平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
自
動
車

窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
細
目
告
示
第
四
十
一
条

第
一
項
第
三
号
の
表
の
ハ
の
窒
素
酸
化
物
の
欄
に
掲
げ
る
値
の
四
分
の
三
を
超
え
な
い
自
動
車
で
、
か
つ
、
低
排
出

ガ
ス
車
認
定
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。



二
〇
頁

ロ

平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
自
動
車

窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
旧
細
目
告
示
第
四
十
一

条
第
一
項
第
三
号
イ
の
表
の

の
窒
素
酸
化
物
の
欄
に
掲
げ
る
値
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
自
動
車
で
、
か
つ
、
低

(3)

排
出
ガ
ス
車
認
定
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

平
成
二
十
七
年
度
燃
費
基
準
達
成
レ
ベ
ル
が
百
五
以
上
百
十
未
満
で
あ
る
こ
と
及
び
当
該
自
動
車
に
係
る
自
動
車
検

査
証
に
お
い
て
そ
の
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

附
則
第
四
条
の
六
第
七
項
第
二
号
中
「
Ｊ
Ｃ
〇
八
モ
ー
ド
法
」
を
「
お
い
て
そ
の
旨
並
び
に
Ｊ
Ｃ
〇
八
モ
ー
ド
法
及
び
Ｗ

Ｌ
Ｔ
Ｃ
モ
ー
ド
法
」
に
、
「
こ
と
及
び
当
該
自
動
車
が
平
成
二
十
二
年
度
燃
費
基
準
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
で
あ
る

こ
と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
附
則
第
十

二
条
の
二
の
四
第
二
項
第
二
号
ロ
」
を
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
二
項
第
三
号
ロ
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
Ｊ
Ｃ

〇
八
モ
ー
ド
法
」
を
「
お
い
て
そ
の
旨
並
び
に
Ｊ
Ｃ
〇
八
モ
ー
ド
法
及
び
Ｗ
Ｌ
Ｔ
Ｃ
モ
ー
ド
法
」
に
、
「
こ
と
及
び
当
該
自

動
車
が
平
成
二
十
二
年
度
燃
費
基
準
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
で
あ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「
旨
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

８

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
乗
用
車
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
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に
該
当
す
る
自
動
車
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
自
動
車
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
。

イ

平
成
三
十
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
自
動
車

窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
細
目
告
示
第
四
十
一
条

第
一
項
第
三
号
の
表
の
イ
の
窒
素
酸
化
物
の
欄
に
掲
げ
る
値
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
自
動
車
で
、
か
つ
、
低
排
出

ガ
ス
車
認
定
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

平
成
十
七
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
自
動
車

窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
旧
細
目
告
示
第
四
十
一

条
第
一
項
第
三
号
イ
の
表
の

の
窒
素
酸
化
物
の
欄
に
掲
げ
る
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
自
動
車
で
、
か
つ
、
低

(1)

排
出
ガ
ス
車
認
定
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

平
成
三
十
二
年
度
燃
費
基
準
達
成
レ
ベ
ル
が
百
三
十
以
上
百
四
十
未
満
で
あ
る
こ
と
及
び
当
該
自
動
車
に
係
る
自
動

車
検
査
証
に
お
い
て
そ
の
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

附
則
第
四
条
の
六
第
五
項
中
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
二
項
第
二
号
イ
」
を
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
二
項
第

三
号
イ
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
Ｊ
Ｃ
〇
八
モ
ー
ド
法
」
を
「
お
い
て
そ
の
旨
並
び
に
Ｊ
Ｃ
〇
八
モ
ー
ド
法
及
び
Ｗ
Ｌ

Ｔ
Ｃ
モ
ー
ド
法
」
に
、
「
こ
と
及
び
当
該
自
動
車
が
平
成
二
十
二
年
度
燃
費
基
準
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
で
あ
る
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こ
と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
一

項
を
加
え
る
。

５

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
乗
用
車
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件

に
該
当
す
る
自
動
車
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
自
動
車
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
。

イ

平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
自
動
車

窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
細
目
告
示
第
四
十
一
条

第
一
項
第
三
号
の
表
の
イ
の
窒
素
酸
化
物
の
欄
に
掲
げ
る
値
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
自
動
車
で
、
か
つ
、
低
排
出

ガ
ス
車
認
定
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
自
動
車

窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
旧
細
目
告
示
第
四
十
一

条
第
一
項
第
三
号
イ
の
表
の

の
窒
素
酸
化
物
の
欄
に
掲
げ
る
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
自
動
車
で
、
か
つ
、
低

(1)

排
出
ガ
ス
車
認
定
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

平
成
三
十
二
年
度
燃
費
基
準
達
成
レ
ベ
ル
が
百
三
十
以
上
百
四
十
未
満
で
あ
る
こ
と
及
び
当
該
自
動
車
に
係
る
自
動

車
検
査
証
に
お
い
て
そ
の
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
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附
則
第
四
条
の
六
の
二
第
一
項
中
「
当
該
路
線
バ
ス
等
が
」
を
「
お
い
て
」
に
、
「
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「
旨
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
公
共
交
通
移
動
等
円
滑
化
基
準
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
と
す
る
。

一

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
六
項
に
規
定
す
る
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
を
経
営
す
る
者
が
同
項
に
規
定

す
る
路
線
定
期
運
行
の
用
に
供
す
る
自
動
車
（
第
四
項
第
一
号
に
お
い
て
「
乗
合
バ
ス
」
と
い
う
。
）

移
動
等
円
滑

化
の
た
め
に
必
要
な
旅
客
施
設
又
は
車
両
等
の
構
造
及
び
設
備
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
八
年
国
土
交

通
省
令
第
百
十
一
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
公
共
交
通
移
動
等
円
滑
化
基
準
省
令
」
と
い
う
。
）
第
三
十
七
条
か

ら
第
四
十
二
条
ま
で
の
基
準

二

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
六
項
に
規
定
す
る
一
般
貸
切
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
を
経
営
す
る
者
が
そ
の
事
業
の

用
に
供
す
る
自
動
車
（
第
四
項
第
二
号
に
お
い
て
「
貸
切
バ
ス
」
と
い
う
。
）

公
共
交
通
移
動
等
円
滑
化
基
準
省
令

第
三
十
八
条
第
一
項
及
び
第
四
十
条
第
二
項
並
び
に
公
共
交
通
移
動
等
円
滑
化
基
準
省
令
第
四
十
三
条
の
二
に
お
い
て

準
用
す
る
公
共
交
通
移
動
等
円
滑
化
基
準
省
令
第
三
章
第
三
節
（
第
三
十
八
条
第
一
項
、
第
三
十
九
条
第
五
号
及
び
第
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六
号
、
第
四
十
条
第
二
項
、
第
四
十
一
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
四
十
三
条
を
除
く
。
）
の
基
準

附
則
第
四
条
の
六
の
二
第
三
項
中
「
当
該
路
線
バ
ス
等
が
」
を
「
お
い
て
」
に
、
「
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「
旨
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

４

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
七
項
第
二
号
に
規
定
す
る
公
共
交
通
移
動
等
円
滑
化
基
準
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
と
す
る
。

一

乗
合
バ
ス

公
共
交
通
移
動
等
円
滑
化
基
準
省
令
第
三
十
七
条
第
一
項
、
第
三
十
八
条
第
二
項
及
び
第
四
十
二
条
の

基
準

二

貸
切
バ
ス

公
共
交
通
移
動
等
円
滑
化
基
準
省
令
第
四
十
三
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
公
共
交
通
移
動
等
円
滑
化

基
準
省
令
第
三
章
第
三
節
（
第
三
十
八
条
第
一
項
、
第
三
十
九
条
第
五
号
及
び
第
六
号
、
第
四
十
条
第
二
項
、
第
四
十

一
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
四
十
三
条
を
除
く
。
）
の
基
準

附
則
第
四
条
の
六
の
二
第
五
項
中
「
当
該
乗
用
車
が
」
を
「
お
い
て
」
に
、
「
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「
旨
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
当
該
自
動
車
が
」
を
「
お
い
て
」
に
、
「
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「
旨
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
条
第
十
三
項
中
「
自
動
車
検
査
証
に
」
の
下
に
「
お
い
て
」
を
加
え
、
「
が
記
載
さ
れ
て
」
を
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「
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
条
第
十
四
項
中
「
当
該
自
動
車
が
」
を
「
お
い
て
」
に
、
「
こ
と
が
記
載
さ

れ
て
」
を
「
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
条
第
十
五
項
を
削
り
、
同
条
第
十
六
項
中
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四

第
十
二
項
」
を
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
十
一
項
」
に
、
「
当
該
自
動
車
が
」
を
「
お
い
て
」
に
、
「
こ
と
が
記
載
さ

れ
て
」
を
「
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
五
項
と
し
、
同
条
第
十
七
項
中
「
附
則
第
十
二
条
の
二

の
四
第
十
三
項
」
を
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
十
二
項
」
に
、
「
当
該
自
動
車
が
」
を
「
お
い
て
」
に
、
「
こ
と
が
記

載
さ
れ
て
」
を
「
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
六
項
と
し
、
同
条
第
十
八
項
中
「
附
則
第
十
二
条

の
二
の
四
第
十
四
項
」
を
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
十
三
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
ヘ
中
「
第
十
五
条
第
八
号
」
を

「
第
十
八
条
第
八
号
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
九
項
か
ら
第
十
三
項
ま
で
の
規
定
の
適
用

を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
」
を
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
九
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す

る
場
合
」
に
、
「
及
び
第
四
号
、
第
十
項
、
第
十
一
項
、
第
十
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
並
び
に
第
十
三
項
（
バ
ス
等
を
除

く
。
）
」
を
「
、
第
十
項
、
第
十
一
項
第
三
号
及
び
第
十
二
項
」
に
改
め
、
「
掲
げ
る
自
動
車
」
の
下
に
「
（
バ
ス
等
を
除

く
。
）
」
を
加
え
、
同
号
イ
中
「
第
十
三
項
」
を
「
第
十
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
七
項
と
し
、
同
条
第
十
九
項

を
同
条
第
十
八
項
と
す
る
。
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附
則
第
五
条
第
一
項
中
「
当
該
自
動
車
の
」
を
「
お
い
て
」
に
、
「
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

」
に
、
「
が
併
記
さ
れ
て
」
を
「
を
用
い
て
い
る
旨
が
併
せ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
当
該
自
動

車
の
」
を
「
お
い
て
」
に
、
「
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
当
該
自

動
車
が
」
を
「
お
い
て
」
に
、
「
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
」
に
改
め
る
。

附
則
第
五
条
の
二
の
見
出
し
を
「
（
法
附
則
第
十
二
条
の
三
第
二
項
第
二
号
の
基
準
等
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
か
ら

第
八
項
ま
で
を
削
り
、
同
条
第
九
項
中
「
附
則
第
十
二
条
の
三
第
五
項
第
二
号
」
を
「
附
則
第
十
二
条
の
三
第
二
項
第
二
号

」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
一
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

法
附
則
第
十
二
条
の
三
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
（
車
両
総
重
量
が
三
・
五
ト
ン
を
超
え

十
二
ト
ン
以
下
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
）
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た

排
出
ガ
ス
保
安
基
準
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め

る
基
準
と
す
る
。

一

車
両
総
重
量
（
道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
条
第
三
号
に
規
定
す
る
車
両
総
重
量
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。
）
が
三
・
五
ト
ン
以
下
の
自
動
車

道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
の
細
目
を
定
め
る
告
示
及
び
道
路
運
送
車
両
の
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保
安
基
準
第
二
章
及
び
第
三
章
の
規
定
の
適
用
関
係
の
整
理
の
た
め
必
要
な
事
項
を
定
め
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る

告
示
（
平
成
三
十
年
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
二
十
八
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
の
細
目
を

定
め
る
告
示
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
細
目
告
示
」
と
い
う
。
）
第
四
十
一
条
第
一
項
第
十
一
号
イ
の
基
準
又
は

道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
第
二
章
及
び
第
三
章
の
規
定
の
適
用
関
係
の
整
理
の
た
め
必
要
な
事
項
を
定
め
る
告
示
第

二
十
八
条
第
百
三
十
三
項
の
基
準

二

車
両
総
重
量
が
三
・
五
ト
ン
を
超
え
る
自
動
車

道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
の
細
目
を
定
め
る
告
示
（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
細
目
告
示
」
と
い
う
。
）
第
四
十
一
条
第
一
項
第
九
号
の
基
準

附
則
第
五
条
の
二
第
十
項
中
「
附
則
第
十
二
条
の
三
第
五
項
第
二
号
」
を
「
附
則
第
十
二
条
の
三
第
二
項
第
二
号
」
に
改

め
、
同
項
第
一
号
中
「
低
排
出
ガ
ス
車
認
定
」
の
下
に
「
実
施
要
領
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
認
定
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条

に
お
い
て
「
低
排
出
ガ
ス
車
認
定
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え

る
。

４

法
附
則
第
十
二
条
の
三
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
動
力
源
と
し
て
用
い
る
電
気
を
外
部
か
ら
充
電
す
る
機
能
を
備
え

て
い
る
電
力
併
用
自
動
車
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
当
該
自
動
車
に
係
る
自
動
車
検
査
証
に
お
い
て
プ
ラ
グ
イ
ン



二
八
頁

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
で
あ
る
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
自
動
車
と
す
る
。

５

法
附
則
第
十
二
条
の
三
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
第
百
四
十
五
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
機
器
等
製
造
事
業
者
等
の
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項
を
勘
案

し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
（
同
法
第
百
四
十
七
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
を
い
う
。
）
と
す
る
。

一

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
十
八
条
第
一
号
に
掲
げ
る
乗
用
自
動
車

乗
用
自
動
車

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
機
器
等
製
造
事
業
者
等
の
判
断
の
基
準
等
に
定
め
る
基

準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率

二

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
十
八
条
第
八
号
に
掲
げ
る
貨
物
自
動
車

貨
物
自
動
車

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
機
器
等
製
造
事
業
者
等
の
判
断
の
基
準
等
に
定
め
る
基

準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率

附
則
第
五
条
の
二
第
十
一
項
中
「
附
則
第
十
二
条
の
三
第
五
項
第
四
号
」
を
「
附
則
第
十
二
条
の
三
第
二
項
第
四
号
」
に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
十
二
項
中
「
附
則
第
十
二
条
の
三
第
五
項
第
四
号
」
を
「
附
則
第
十
二
条
の
三



二
九
頁

第
二
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

自
動
車
の
燃
費
性
能
の
評
価
及
び
公
表
に
関
す
る
実
施
要
領
（
次
条
に
お
い
て
「
燃
費
評
価
実
施
要
領
」
と
い
う
。

）
第
四
条
の
二
に
規
定
す
る
平
成
三
十
二
年
度
燃
費
基
準
達
成
・
向
上
達
成
レ
ベ
ル
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
平
成

三
十
二
年
度
燃
費
基
準
達
成
レ
ベ
ル
」
と
い
う
。
）
が
百
三
十
以
上
で
あ
る
自
動
車
で
あ
る
こ
と
及
び
当
該
自
動
車
に

係
る
自
動
車
検
査
証
に
お
い
て
そ
の
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

附
則
第
五
条
の
二
第
十
二
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

８

法
附
則
第
十
二
条
の
三
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
平
成
十
七
年
十
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定

め
ら
れ
た
排
出
ガ
ス
保
安
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
自
動

車
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
値
と
す
る
。

一

旧
細
目
告
示
第
四
十
一
条
第
一
項
第
三
号
イ
の
表
の

に
掲
げ
る
自
動
車

同
表
の

の
窒
素
酸
化
物
の
欄
に
掲
げ

(1)

(1)

る
値

二

旧
細
目
告
示
第
四
十
一
条
第
一
項
第
三
号
イ
の
表
の

に
掲
げ
る
自
動
車

同
表
の

の
窒
素
酸
化
物
の
欄
に
掲
げ

(2)

(2)

る
値



三
〇
頁

三

旧
細
目
告
示
第
四
十
一
条
第
一
項
第
三
号
イ
の
表
の

に
掲
げ
る
自
動
車

同
表
の

の
窒
素
酸
化
物
の
欄
に
掲
げ

(3)

(3)

る
値

附
則
第
五
条
の
二
第
十
三
項
中
「
附
則
第
十
二
条
の
三
第
五
項
第
四
号
」
を
「
附
則
第
十
二
条
の
三
第
二
項
第
四
号
」
に

改
め
、
同
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

平
成
三
十
二
年
度
燃
費
基
準
達
成
レ
ベ
ル
が
百
三
十
以
上
で
あ
る
自
動
車
で
あ
る
こ
と
及
び
当
該
自
動
車
に
係
る
自

動
車
検
査
証
に
お
い
て
そ
の
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

附
則
第
五
条
の
二
第
十
三
項
第
二
号
中
「
第
五
項
第
一
号
」
を
「
前
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、

同
条
第
十
四
項
中
「
附
則
第
十
二
条
の
三
第
五
項
第
五
号
」
を
「
附
則
第
十
二
条
の
三
第
二
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
十
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

法
附
則
第
十
二
条
の
三
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て

11
定
め
ら
れ
た
排
出
ガ
ス
保
安
基
準
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
旧
細
目
告
示
第
四
十
一
条
第
一
項
第
七
号
イ
の
基
準

と
す
る
。

附
則
第
五
条
の
二
第
十
五
項
中
「
附
則
第
十
二
条
の
三
第
六
項
」
を
「
附
則
第
十
二
条
の
三
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
第



三
一
頁

一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

平
成
三
十
二
年
度
燃
費
基
準
達
成
レ
ベ
ル
が
百
十
以
上
で
あ
る
こ
と
及
び
当
該
自
動
車
に
係
る
自
動
車
検
査
証
に
お

い
て
そ
の
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

附
則
第
五
条
の
二
第
十
五
項
第
二
号
中
「
第
十
一
項
第
一
号
」
を
「
第
六
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
二
項

と
し
、
同
条
第
十
六
項
中
「
附
則
第
十
二
条
の
三
第
六
項
」
を
「
附
則
第
十
二
条
の
三
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
を

次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

平
成
三
十
二
年
度
燃
費
基
準
達
成
レ
ベ
ル
が
百
十
以
上
で
あ
る
こ
と
及
び
当
該
自
動
車
に
係
る
自
動
車
検
査
証
に
お

い
て
そ
の
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

附
則
第
五
条
の
二
第
十
六
項
第
二
号
中
「
第
五
項
第
一
号
」
を
「
第
八
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
三
項
と

す
る
。

附
則
第
六
条
第
二
十
三
項
を
削
り
、
同
条
中
第
二
十
四
項
を
第
二
十
三
項
と
し
、
第
二
十
五
項
か
ら
第
二
十
八
項
ま
で
を

一
項
ず
つ
繰
り
上
げ
、
第
二
十
七
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

政
令
附
則
第
十
一
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
電
気
を
動
力
源
と
す
る
自
動
車
で
内
燃
機
関
を
有
し
な
い
も
の
に
水
素
を

28



三
二
頁

充
塡
す
る
た
め
の
設
備
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
水
素
ガ
ス
圧
縮
機
又
は
液
体
水
素
圧
縮
機
、
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー

を
同
時
に
設
置
す
る
場
合
の
こ
れ
ら
の
設
備
（
当
該
設
備
と
同
時
に
設
置
す
る
専
用
の
制
御
装
置
、
サ
ク
シ
ョ
ン
ス
ナ
ッ

パ
ー
、
蓄
圧
器
、
ガ
ス
圧
縮
機
用
冷
却
・
加
温
装
置
、
計
装
空
気
圧
縮
機
、
冷
却
散
水
ポ
ン
プ
、
貯
水
槽
、
水
素
受
入
装

置
、
水
素
製
造
原
料
受
入
装
置
、
貯
槽
、
水
素
払
出
装
置
、
水
素
製
造
原
料
払
出
装
置
、
気
化
器
、
付
臭
装
置
、
自
然
蒸

発
水
素
処
理
設
備
、
水
素
発
生
設
備
、
水
素
精
製
設
備
、
水
素
放
散
処
理
設
備
、
不
活
性
ガ
ス
設
備
、
障
壁
、
防
火
壁
、

万
代
塀
、
ガ
ス
検
知
器
、
キ
ャ
ノ
ピ
ー
又
は
配
管
を
含
む
。
）
と
す
る
。

附
則
第
六
条
第
二
十
九
項
及
び
第
三
十
項
を
削
り
、
同
条
第
三
十
一
項
中
「
、
天
然
ガ
ス
の
環
境
調
和
等
に
資
す
る
利
用

促
進
事
業
費
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
二
十
九
項
と
し
、
同
条
中
第
三
十
二
項
を
第
三
十
項
と
し
、
第
三
十
三
項
か
ら
第

三
十
七
項
ま
で
を
二
項
ず
つ
繰
り
上
げ
、
第
三
十
五
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

政
令
附
則
第
十
一
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
利
用
者
の
利
便
の
向
上
に
資
す
る
も
の
又
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理

36
化
に
資
す
る
も
の
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
車
両
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
車
両
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
の
証
明
が
さ
れ
た
車
両
と
す
る
。

一

法
附
則
第
十
五
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
新
た
に
製
造
さ
れ
た
車
両
で
政
令
で
定
め
る
も
の
の
う
ち
、
既
に
事
業
の



三
三
頁

用
に
供
さ
れ
て
い
た
車
両
を
当
該
事
業
の
用
に
供
し
な
く
な
つ
た
こ
と
に
伴
い
当
該
車
両
に
代
え
て
当
該
事
業
の
用
に

供
さ
れ
る
車
両
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
イ
に
お
い
て
「
代
替
車
両
」
と
い
う
。
）
又
は
代
替
車
両
以
外
の
車
両
で
新

た
な
営
業
路
線
の
開
業
若
し
く
は
列
車
の
編
成
を
構
成
す
る
車
両
の
増
加
に
伴
い
新
た
に
事
業
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の

（
専
ら
観
光
の
用
に
供
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
イ
に
お
い
て
「
非
代
替
車
両
」
と
い
う
。
）
で
あ

つ
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
（
次
項
に
規
定
す
る
小
規
模
な
鉄
道
事
業
者
等
が
事
業
の
用
に
供
す
る
代
替
車
両
又
は
非
代

替
車
両
に
あ
つ
て
は
、
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
要
件
）
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の

イ

当
該
代
替
車
両
に
あ
つ
て
は
一
次
周
波
数
制
御
方
式
（
サ
イ
リ
ス
タ
ー
に
よ
り
制
御
さ
れ
る
方
式
を
除
く
。
以
下

こ
の
イ
及
び
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
導
入
に
よ
り
そ
の
制
御
方
式
が
既
に
事
業
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
車
両
の

制
御
方
式
に
比
べ
て
性
能
が
向
上
し
て
お
り
、
当
該
非
代
替
車
両
に
あ
つ
て
は
そ
の
制
御
方
式
が
一
次
周
波
数
制
御

方
式
で
あ
る
こ
と
。

ロ

当
該
代
替
車
両
又
は
当
該
非
代
替
車
両
が
電
力
回
生
ブ
レ
ー
キ
を
有
す
る
こ
と
（
こ
れ
ら
の
車
両
が
内
燃
機
関
を

有
す
る
場
合
を
除
く
。
次
号
イ
⑵
及
び
ロ
⑵
に
お
い
て
同
じ
。
）
。

ハ

当
該
代
替
車
両
又
は
当
該
非
代
替
車
両
が
客
室
内
に
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
を
光
源
と
す
る
照
明
器
具
を
有
す
る
こ
と
。



三
四
頁

ニ

当
該
代
替
車
両
又
は
当
該
非
代
替
車
両
が
自
動
制
御
の
機
能
を
有
す
る
空
調
制
御
装
置
を
用
い
た
空
調
シ
ス
テ
ム

を
有
す
る
こ
と
。

二

法
附
則
第
十
五
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
改
良
さ
れ
た
車
両
で
政
令
で
定
め
る
も
の
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
車
両

イ

代
替
車
両
又
は
非
代
替
車
両
で
あ
つ
て
、
改
良
に
よ
り
新
た
に
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と

と
な
つ
た
も
の

⑴

当
該
代
替
車
両
又
は
当
該
非
代
替
車
両
の
制
御
方
式
が
一
次
周
波
数
制
御
方
式
で
あ
る
こ
と
。

⑵

当
該
代
替
車
両
又
は
当
該
非
代
替
車
両
が
電
力
回
生
ブ
レ
ー
キ
を
有
す
る
こ
と
。

ロ

既
に
事
業
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
車
両
を
改
良
し
て
当
該
事
業
の
用
に
供
す
る
も
の
の
う
ち
、
当
該
改
良
に
よ
り

新
た
に
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
も
の
（
イ
に
掲
げ
る
車
両
を
除
く
。
）

⑴

当
該
車
両
の
制
御
方
式
が
一
次
周
波
数
制
御
方
式
で
あ
る
こ
と
。

⑵

当
該
車
両
が
電
力
回
生
ブ
レ
ー
キ
を
有
す
る
こ
と
。

附
則
第
六
条
第
三
十
八
項
を
削
り
、
同
条
第
三
十
九
項
を
同
条
第
三
十
七
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

政
令
附
則
第
十
一
条
第
十
七
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
車
両
は
、
流
通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促
進

38



三
五
頁

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
五
号
）
第
二
条
第
二
号
に
掲
げ
る
流
通
業
務
総
合
効
率
化
事
業
に
よ
り
取
得

し
た
貨
物
の
位
置
を
固
定
す
る
た
め
の
装
置
が
取
り
付
け
ら
れ
た
客
車
で
あ
つ
て
貨
物
輸
送
を
行
つ
た
距
離
の
全
走
行
距

離
に
対
す
る
割
合
が
二
分
の
一
以
上
の
も
の
又
は
機
関
車
及
び
コ
ン
テ
ナ
用
の
貨
車
と
す
る
。

附
則
第
六
条
第
四
十
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
十
八
項
第
二
号
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
十
九
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同

項
第
三
号
中
「
地
方
入
国
管
理
局
」
を
「
地
方
出
入
国
在
留
管
理
局
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
九
項
と
し
、
同
条
第

四
十
一
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
十
八
項
第
三
号
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
十
九
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四

十
項
と
し
、
同
条
第
四
十
二
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
十
九
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
四
十
一
項
と
し
、
同
条
第
四
十
三
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
一
項
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
四
十
二
項
と
し
、
同
条
第
四
十
四
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
一
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
二
項
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
三
項
と
し
、
同
条
第
四
十
五
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
一
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第

二
十
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
四
項
と
し
、
同
条
第
四
十
六
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
四
項
」
を
「
附
則

第
十
五
条
第
二
十
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
五
項
と
し
、
同
条
第
四
十
七
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
四
項

」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
六
項
と
し
、
同
条
第
四
十
八
項
中
「
附
則
第
十
五
条



三
六
頁

第
二
十
五
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
六
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
十
条
第
八
項
第
五
号
」
を
「
第
十
条
第

七
項
第
六
号
」
に
、
「
第
四
十
二
条
の
四
第
八
項
第
六
号
」
を
「
第
四
十
二
条
の
四
第
八
項
第
七
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
四
十
七
項
と
し
、
同
条
第
四
十
九
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
七
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
八
項
」
に
改
め

、
同
項
を
同
条
第
四
十
八
項
と
し
、
同
条
第
五
十
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
八
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
九
項

」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
九
項
と
し
、
同
条
第
五
十
一
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
九
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条

第
三
十
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
十
項
と
し
、
同
条
第
五
十
二
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
七
項
」
を
「
附
則
第

十
五
条
第
二
十
八
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
十
一
項
と
し
、
同
条
第
五
十
三
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
項
」
を

「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
十
二
項
と
し
、
同
条
第
五
十
四
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二

十
九
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
十
三
項
と
し
、
同
条
第
五
十
五
項
中
「
附
則
第
十

一
条
第
三
十
一
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
十
四
項
と
し
、
同
条
第
五
十
六
項
中

「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
二
項
第
二
号
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
三
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
十
五
項

と
し
、
同
条
第
五
十
七
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
三
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
四
項
」
に
、
「
同
条
第
三
十
二

項
第
一
号
」
を
「
同
条
第
三
十
三
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
十
六
項
と
し
、
同
条
第
五
十
八
項
中
「
附
則
第



三
七
頁

十
五
条
第
三
十
二
項
第
一
号
イ
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
三
項
第
一
号
イ
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
十
七
項
と
し

、
同
条
第
五
十
九
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
二
項
第
一
号
イ
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
三
項
第
一
号
イ
」
に
改
め

、
同
項
を
同
条
第
五
十
八
項
と
し
、
同
条
第
六
十
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
二
項
第
一
号
ロ
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第

三
十
三
項
第
一
号
ロ
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
十
九
項
と
し
、
同
条
第
六
十
一
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
二
項
第

一
号
ハ
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
三
項
第
一
号
ハ
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
十
項
と
し
、
同
条
第
六
十
二
項
中
「

附
則
第
十
五
条
第
三
十
二
項
第
一
号
ニ
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
三
項
第
一
号
ニ
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
十
一

項
と
し
、
同
条
第
六
十
三
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
二
項
第
一
号
ホ
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
三
項
第
一
号
ホ
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
十
二
項
と
し
、
同
条
第
六
十
四
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
二
項
第
三
号
ハ
」
を
「
附
則
第

十
五
条
第
三
十
三
項
第
三
号
ハ
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
十
三
項
と
し
、
同
条
第
六
十
五
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三

十
三
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
十
四
項
と
し
、
同
条
第
六
十
六
項
中
「
附
則
第

十
五
条
第
三
十
四
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
十
五
項
と
し
、
同
条
第
六
十
七
項

中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
四
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
十
六
項
と
し
、
同
条

第
六
十
八
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
五
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
十
七
項



三
八
頁

と
し
、
同
条
第
六
十
九
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
六
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
六
十
八
項
と
し
、
同
条
第
七
十
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
七
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
八
項
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
六
十
九
項
と
し
、
同
条
第
七
十
一
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
八
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
九
項
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
十
項
と
し
、
同
条
第
七
十
二
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
八
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三

十
九
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
十
一
項
と
し
、
同
条
第
七
十
三
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
六
項
」
を
「
附
則
第

十
一
条
第
三
十
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
十
二
項
と
し
、
同
条
第
七
十
四
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
六
項
」

を
「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
十
三
項
と
し
、
同
条
第
七
十
五
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第

三
十
七
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
八
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
十
四
項
と
し
、
同
条
第
七
十
六
項
中
「
附
則

第
十
一
条
第
四
十
項
第
七
号
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
一
項
第
七
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
十
五
項
と
し
、
同

条
第
七
十
七
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
一
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
二
項
」
に
改
め
、
同
項
の
表
第
一
号
中
「

附
則
第
十
一
条
第
三
十
九
項
第
一
号
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
表
第
二
号
中
「
附
則
第
十
一

条
第
三
十
九
項
第
二
号
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
表
第
三
号
中
「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
九

項
第
三
号
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
十
六
項
と
し
、
同
条
第
七
十
八
項
中
「



三
九
頁

附
則
第
十
五
条
第
四
十
二
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
十
七
項
と
し
、
同
条
第
七

十
九
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
三
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
十
八
項
と
し

、
同
条
第
八
十
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
三
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
十

九
項
と
し
、
同
条
第
八
十
一
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
三
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
八
十
項
と
し
、
同
条
第
八
十
二
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
四
項
第
一
号
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
五
項
第

一
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
十
一
項
と
し
、
同
条
第
八
十
三
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
四
項
第
一
号
」
を
「
附

則
第
十
一
条
第
四
十
五
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
十
二
項
と
し
、
同
条
第
八
十
四
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第

四
十
四
項
第
二
号
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
五
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
十
三
項
と
し
、
同
条
第
八
十

五
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
四
項
第
三
号
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
五
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八

十
四
項
と
し
、
同
条
第
八
十
六
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
四
項
第
四
号
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
五
項
第
四
号
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
十
五
項
と
し
、
同
条
第
八
十
七
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
五
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第

四
十
六
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
六
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
七
項
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
十
六
項
と
し
、
同
条
第
八
十
八
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
六
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第



四
〇
頁

四
十
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
十
七
項
と
し
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

法
附
則
第
十
五
条
第
四
十
九
項
に
規
定
す
る
特
定
公
益
的
施
設
又
は
特
定
公
共
施
設
の
う
ち
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

88
は
、
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
八
条
第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
事
業
に
よ
り
整
備
す
る
同
号
イ
及
び
ロ
に

掲
げ
る
施
設
と
す
る
。

附
則
第
七
条
第
一
項
中
「
同
条
第
十
九
項
」
を
「
同
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
区
分
所
有
に
係
る
特
定
特
例
適
用
住
宅
以

外
の
特
定
特
例
適
用
住
宅
に
お
け
る
特
定
居
住
用
部
分
又
は
特
定
居
住
用
部
分
以
外
の
部
分
の
床
面
積
の
当
該
特
定
特
例
適

用
住
宅
の
床
面
積
に
対
す
る
割
合
及
び
区
分
所
有
に
係
る
特
定
特
例
適
用
住
宅
に
お
け
る
特
定
居
住
用
部
分
又
は
特
定
居
住

用
部
分
以
外
の
部
分
の
床
面
積
の
当
該
特
定
特
例
適
用
住
宅
の
床
面
積
に
対
す
る
割
合
、
同
条
第
二
十
一
項
」
に
、
「
同
条

第
二
十
四
項
」
を
「
同
条
第
二
十
六
項
」
に
、
「
同
条
第
二
十
七
項
」
を
「
同
条
第
二
十
九
項
」
に
、
「
同
条
第
三
十
一
項

」
を
「
同
条
第
三
十
三
項
」
に
、
「
同
条
第
三
十
四
項
」
を
「
同
条
第
三
十
六
項
」
に
、
「
同
条
第
三
十
八
項
」
を
「
同
条

第
四
十
項
」
に
、
「
同
条
第
四
十
一
項
」
を
「
同
条
第
四
十
三
項
」
に
、
「
同
条
第
四
十
四
項
」
を
「
同
条
第
四
十
六
項
」

に
、
「
同
条
第
四
十
五
項
及
び
第
四
十
六
項
」
を
「
同
条
第
四
十
七
項
及
び
第
四
十
八
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第

十
九
項
第
一
号
イ
」
を
「
第
十
六
項
第
二
号
イ
及
び
ロ
並
び
に
第
三
号
イ
及
び
ロ
、
第
二
十
一
項
第
一
号
イ
」
に
、
「
第
二



四
一
頁

十
四
項
、
第
二
十
七
項
、
第
三
十
一
項
、
第
三
十
四
項
、
第
三
十
八
項
第
一
号
イ
」
を
「
第
二
十
六
項
、
第
二
十
九
項
、
第

三
十
三
項
、
第
三
十
六
項
、
第
四
十
項
第
一
号
イ
」
に
、
「
第
四
十
一
項
、
第
四
十
四
項
、
第
四
十
五
項
第
一
号
ロ
」
を
「

第
四
十
三
項
、
第
四
十
六
項
、
第
四
十
七
項
第
一
号
ロ
」
に
、
「
第
四
十
六
項
第
一
号
ロ
」
を
「
第
四
十
八
項
第
一
号
ロ
」

に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
附
則
第
十
二
条
第
十
七
項
」
を
「
附
則
第
十
二
条
第
十
九
項
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
附

則
第
十
二
条
第
十
八
項
第
三
号
」
を
「
附
則
第
十
二
条
第
二
十
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
第
二
号
イ
中
「
附
則
第

十
二
条
第
二
十
一
項
第
一
号
」
を
「
附
則
第
十
二
条
第
二
十
三
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
附
則
第
十
二
条
第
二
十

一
項
第
二
号
」
を
「
附
則
第
十
二
条
第
二
十
三
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
附
則
第
十
二
条
第
二
十
一
項
第
三
号
」

を
「
附
則
第
十
二
条
第
二
十
三
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
附
則
第
十
二
条
第
二
十
二
項
」
を
「
附
則
第
十
二

条
第
二
十
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
第
三
号
中
「
附
則
第
十
二
条
第
二
十
九
項
」
を
「
附
則
第
十
二
条
第
三
十
一
項
」

に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
第
四
号
中
「
附
則
第
十
二
条
第
二
十
九
項
」
を
「
附
則
第
十
二
条
第
三
十
一
項
」
に
改
め
、
同
条

第
十
四
項
中
「
附
則
第
十
二
条
第
十
七
項
」
を
「
附
則
第
十
二
条
第
十
九
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
五
項
の
表
政
令
附
則
第

十
二
条
第
十
三
項
第
一
号
ロ
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

政
令
附
則
第
十
二
条
第

専
有
部
分
の
床
面
積

共
同
住
宅
等
に
共
同
の
用
に
供
さ
れ
る
部
分
が
あ
る
と
き



四
二
頁

十
六
項
第
一
号
イ
及
び

は
、
そ
の
部
分
の
床
面
積
を
、
こ
れ
を
共
用
す
べ
き
各
専

ロ

有
部
分
の
床
面
積
の
割
合
に
よ
り
配
分
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
各
部
分
の
床
面
積
に
算
入
す
る
。

政
令
附
則
第
十
二
条
第

特
定
居
住
用
部
分
の
床
面
積

共
同
住
宅
等
に
共
同
の
用
に
供
さ
れ
る
部
分
が
あ
る
と
き

十
六
項
第
二
号
イ

は
、
そ
の
部
分
の
床
面
積
を
、
こ
れ
を
共
用
す
べ
き
各
特

定
居
住
用
部
分
の
床
面
積
の
割
合
に
よ
り
配
分
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
各
部
分
の
床
面
積
に
算
入
す
る
。

政
令
附
則
第
十
二
条
第

特
定
居
住
用
部
分
の
床
面
積

共
同
住
宅
等
に
共
同
の
用
に
供
さ
れ
る
部
分
が
あ
る
と
き

十
六
項
第
二
号
ロ

は
、
そ
の
部
分
の
床
面
積
を
、
こ
れ
を
共
用
す
べ
き
各
特

定
居
住
用
部
分
の
床
面
積
の
割
合
に
よ
り
配
分
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
各
部
分
の
床
面
積
に
算
入
す
る
。

専
有
部
分
の
床
面
積

共
同
住
宅
等
に
共
同
の
用
に
供
さ
れ
る
部
分
が
あ
る
と
き

は
、
そ
の
部
分
の
床
面
積
を
、
こ
れ
を
共
用
す
べ
き
各
専



四
三
頁

有
部
分
の
床
面
積
の
割
合
に
よ
り
配
分
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
各
部
分
の
床
面
積
に
算
入
す
る
。

政
令
附
則
第
十
二
条
第

特
定
居
住
用
部
分
以
外
の
部

共
同
住
宅
等
に
共
同
の
用
に
供
さ
れ
る
部
分
が
あ
る
と
き

十
六
項
第
三
号
イ

分
の
床
面
積

は
、
そ
の
部
分
の
床
面
積
を
、
こ
れ
を
共
用
す
べ
き
各
特

定
居
住
用
部
分
以
外
の
部
分
の
床
面
積
の
割
合
に
よ
り
配

分
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
各
部
分
の
床
面
積
に
算
入
す
る
。

特
定
居
住
用
部
分
の
床
面
積

共
同
住
宅
等
に
共
同
の
用
に
供
さ
れ
る
部
分
が
あ
る
と
き

は
、
そ
の
部
分
の
床
面
積
を
、
こ
れ
を
共
用
す
べ
き
各
特

定
居
住
用
部
分
の
床
面
積
の
割
合
に
よ
り
配
分
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
各
部
分
の
床
面
積
に
算
入
す
る
。

政
令
附
則
第
十
二
条
第

特
定
居
住
用
部
分
以
外
の
部

共
同
住
宅
等
に
共
同
の
用
に
供
さ
れ
る
部
分
が
あ
る
と
き

十
六
項
第
三
号
ロ

分
の
床
面
積

は
、
そ
の
部
分
の
床
面
積
を
、
こ
れ
を
共
用
す
べ
き
各
特

定
居
住
用
部
分
以
外
の
部
分
の
床
面
積
の
割
合
に
よ
り
配



四
四
頁

分
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
各
部
分
の
床
面
積
に
算
入
す
る
。

専
有
部
分
の
床
面
積

共
同
住
宅
等
に
共
同
の
用
に
供
さ
れ
る
部
分
が
あ
る
と
き

は
、
そ
の
部
分
の
床
面
積
を
、
こ
れ
を
共
用
す
べ
き
各
専

有
部
分
の
床
面
積
の
割
合
に
よ
り
配
分
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
各
部
分
の
床
面
積
に
算
入
す
る
。

特
定
居
住
用
部
分
の
床
面
積

共
同
住
宅
等
に
共
同
の
用
に
供
さ
れ
る
部
分
が
あ
る
と
き

は
、
そ
の
部
分
の
床
面
積
を
、
こ
れ
を
共
用
す
べ
き
各
特

定
居
住
用
部
分
の
床
面
積
の
割
合
に
よ
り
配
分
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
各
部
分
の
床
面
積
に
算
入
す
る
。

政
令
附
則
第
十
二
条
第

専
有
部
分
の
床
面
積

共
同
住
宅
等
に
共
同
の
用
に
供
さ
れ
る
部
分
が
あ
る
と
き

十
六
項
第
四
号
ロ

は
、
そ
の
部
分
の
床
面
積
を
、
こ
れ
を
共
用
す
べ
き
各
専

有
部
分
の
床
面
積
の
割
合
に
よ
り
配
分
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
各
部
分
の
床
面
積
に
算
入
す
る
。



四
五
頁

附
則
第
七
条
第
十
五
項
の
表
政
令
附
則
第
十
二
条
第
十
八
項
第
三
号
の
項
中
「
附
則
第
十
二
条
第
十
八
項
第
三
号
」
を
「

附
則
第
十
二
条
第
二
十
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
表
政
令
附
則
第
十
二
条
第
十
九
項
第
一
号
ロ
の
項
中
「
附
則
第
十
二
条
第

十
九
項
第
一
号
ロ
」
を
「
附
則
第
十
二
条
第
二
十
一
項
第
一
号
ロ
」
に
改
め
、
同
表
政
令
附
則
第
十
二
条
第
十
九
項
第
二
号

イ
の
項
中
「
附
則
第
十
二
条
第
十
九
項
第
二
号
イ
」
を
「
附
則
第
十
二
条
第
二
十
一
項
第
二
号
イ
」
に
改
め
、
同
表
政
令
附

則
第
十
二
条
第
十
九
項
第
二
号
ロ
の
項
中
「
附
則
第
十
二
条
第
十
九
項
第
二
号
ロ
」
を
「
附
則
第
十
二
条
第
二
十
一
項
第
二

号
ロ
」
に
改
め
、
同
表
政
令
附
則
第
十
二
条
第
二
十
六
項
第
二
号
の
項
中
「
附
則
第
十
二
条
第
二
十
六
項
第
二
号
」
を
「
附

則
第
十
二
条
第
二
十
八
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
表
政
令
附
則
第
十
二
条
第
二
十
七
項
の
項
中
「
附
則
第
十
二
条
第
二
十
七

項
」
を
「
附
則
第
十
二
条
第
二
十
九
項
」
に
改
め
、
同
表
政
令
附
則
第
十
二
条
第
三
十
三
項
第
二
号
の
項
中
「
附
則
第
十
二

条
第
三
十
三
項
第
二
号
」
を
「
附
則
第
十
二
条
第
三
十
五
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
表
政
令
附
則
第
十
二
条
第
三
十
四
項
の

項
中
「
附
則
第
十
二
条
第
三
十
四
項
」
を
「
附
則
第
十
二
条
第
三
十
六
項
」
に
改
め
、
同
表
政
令
附
則
第
十
二
条
第
三
十
六

項
第
一
号
の
項
中
「
附
則
第
十
二
条
第
三
十
六
項
第
一
号
」
を
「
附
則
第
十
二
条
第
三
十
八
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
表
政

令
附
則
第
十
二
条
第
三
十
七
項
第
三
号
の
項
中
「
附
則
第
十
二
条
第
三
十
七
項
第
三
号
」
を
「
附
則
第
十
二
条
第
三
十
九
項

第
三
号
」
に
改
め
、
同
表
政
令
附
則
第
十
二
条
第
三
十
八
項
第
一
号
ロ
の
項
中
「
附
則
第
十
二
条
第
三
十
八
項
第
一
号
ロ
」



四
六
頁

を
「
附
則
第
十
二
条
第
四
十
項
第
一
号
ロ
」
に
改
め
、
同
表
政
令
附
則
第
十
二
条
第
三
十
八
項
第
二
号
イ
の
項
中
「
附
則
第

十
二
条
第
三
十
八
項
第
二
号
イ
」
を
「
附
則
第
十
二
条
第
四
十
項
第
二
号
イ
」
に
改
め
、
同
表
政
令
附
則
第
十
二
条
第
三
十

八
項
第
二
号
ロ
の
項
中
「
附
則
第
十
二
条
第
三
十
八
項
第
二
号
ロ
」
を
「
附
則
第
十
二
条
第
四
十
項
第
二
号
ロ
」
に
改
め
、

同
表
政
令
附
則
第
十
二
条
第
四
十
三
項
第
二
号
の
項
中
「
附
則
第
十
二
条
第
四
十
三
項
第
二
号
」
を
「
附
則
第
十
二
条
第
四

十
五
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
表
政
令
附
則
第
十
二
条
第
四
十
四
項
の
項
中
「
附
則
第
十
二
条
第
四
十
四
項
」
を
「
附
則
第

十
二
条
第
四
十
六
項
」
に
改
め
、
同
表
政
令
附
則
第
十
二
条
第
四
十
五
項
第
一
号
ハ
の
項
中
「
附
則
第
十
二
条
第
四
十
五
項

第
一
号
ハ
」
を
「
附
則
第
十
二
条
第
四
十
七
項
第
一
号
ハ
」
に
改
め
、
同
表
政
令
附
則
第
十
二
条
第
四
十
五
項
第
二
号
ロ
の

項
中
「
附
則
第
十
二
条
第
四
十
五
項
第
二
号
ロ
」
を
「
附
則
第
十
二
条
第
四
十
七
項
第
二
号
ロ
」
に
改
め
、
同
表
政
令
附
則

第
十
二
条
第
四
十
五
項
第
二
号
ハ
の
項
中
「
附
則
第
十
二
条
第
四
十
五
項
第
二
号
ハ
」
を
「
附
則
第
十
二
条
第
四
十
七
項
第

二
号
ハ
」
に
改
め
、
同
表
政
令
附
則
第
十
二
条
第
四
十
六
項
第
一
号
ハ
の
項
中
「
附
則
第
十
二
条
第
四
十
六
項
第
一
号
ハ
」

を
「
附
則
第
十
二
条
第
四
十
八
項
第
一
号
ハ
」
に
改
め
、
同
表
政
令
附
則
第
十
二
条
第
四
十
六
項
第
二
号
ロ
の
項
中
「
附
則

第
十
二
条
第
四
十
六
項
第
二
号
ロ
」
を
「
附
則
第
十
二
条
第
四
十
八
項
第
二
号
ロ
」
に
改
め
、
同
表
政
令
附
則
第
十
二
条
第

四
十
六
項
第
二
号
ハ
の
項
中
「
附
則
第
十
二
条
第
四
十
六
項
第
二
号
ハ
」
を
「
附
則
第
十
二
条
第
四
十
八
項
第
二
号
ハ
」
に



四
七
頁

改
め
る
。

附
則
第
七
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
政
令
附
則
第
十
二
条
の
四
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
面
積
等
）

第
七
条
の
三

政
令
附
則
第
十
二
条
の
四
第
四
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
面
積
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
面
積
と
す
る
。

一

政
令
附
則
第
十
二
条
の
四
第
三
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
四
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
相

続
人
等
（
次
号
及
び
次
項
に
お
い
て
「
相
続
人
等
」
と
い
う
。
）
が
同
条
第
四
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
従
前
所
有
者

等
（
次
号
及
び
次
項
に
お
い
て
「
従
前
所
有
者
等
」
と
い
う
。
）
か
ら
法
附
則
第
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
被

災
住
宅
用
地
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
被
災
住
宅
用
地
」
と
い
う
。
）
の
一
部
又
は
被
災
住
宅
用
地
の
全

部
若
し
く
は
一
部
に
係
る
共
有
持
分
（
次
号
に
お
い
て
「
被
災
住
宅
用
地
の
一
部
等
」
と
い
う
。
）
を
取
得
し
た
場
合

そ
の
取
得
し
た
当
該
被
災
住
宅
用
地
の
一
部
の
面
積
又
は
そ
の
取
得
し
た
当
該
被
災
住
宅
用
地
の
全
部
若
し
く
は
一

部
に
係
る
共
有
持
分
の
割
合
に
応
ず
る
被
災
住
宅
用
地
の
面
積

二

政
令
附
則
第
十
二
条
の
四
第
三
項
第
三
号
又
は
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
相
続
人
等
が
こ
れ
ら
の
規
定
に
掲
げ
る
者
（



四
八
頁

以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
前
相
続
人
等
」
と
い
う
。
）
か
ら
被
災
住
宅
用
地
の
一
部
等
を
取
得
し
た
場
合

同
条
第
三
項
第
三
号
又
は
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
前
相
続
人
等
が
従
前
所
有
者
等
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
前
相
続
人

等
が
前
相
続
人
等
か
ら
当
該
被
災
住
宅
用
地
の
一
部
等
を
取
得
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
被
災
住
宅
用
地
の
一
部
等
を

取
得
し
た
前
相
続
人
等
に
係
る
前
相
続
人
等
を
含
む
。
）
か
ら
取
得
し
た
当
該
被
災
住
宅
用
地
の
一
部
等
の
う
ち
、
こ

れ
ら
の
規
定
に
よ
り
当
該
相
続
人
等
が
当
該
前
相
続
人
等
か
ら
取
得
し
た
当
該
被
災
住
宅
用
地
の
一
部
の
面
積
又
は
こ

れ
ら
の
規
定
に
よ
り
当
該
相
続
人
等
が
当
該
前
相
続
人
等
か
ら
取
得
し
た
当
該
被
災
住
宅
用
地
の
全
部
若
し
く
は
一
部

に
係
る
共
有
持
分
の
割
合
に
応
ず
る
被
災
住
宅
用
地
の
面
積

２

政
令
附
則
第
十
二
条
の
四
第
四
項
第
一
号
ロ
及
び
ハ
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
面
積
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
面
積
と
す
る
。

一

政
令
附
則
第
十
二
条
の
四
第
三
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
規
定
に
よ
り
相
続
人
等
が
従
前
所
有
者
等
か
ら
被
災

住
宅
用
地
の
全
部
若
し
く
は
一
部
又
は
被
災
住
宅
用
地
の
全
部
若
し
く
は
一
部
に
係
る
共
有
持
分
（
次
号
に
お
い
て
「

被
災
住
宅
用
地
の
全
部
等
」
と
い
う
。
）
を
取
得
し
た
場
合

そ
の
取
得
し
た
当
該
被
災
住
宅
用
地
の
全
部
若
し
く
は

一
部
の
面
積
又
は
そ
の
取
得
し
た
当
該
被
災
住
宅
用
地
の
全
部
若
し
く
は
一
部
に
係
る
共
有
持
分
の
割
合
に
応
ず
る
被



四
九
頁

災
住
宅
用
地
の
面
積

二

附
則
第
十
二
条
の
四
第
三
項
第
三
号
又
は
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
相
続
人
等
が
前
相
続
人
等
か
ら
被
災
住
宅
用
地
の

全
部
等
を
取
得
し
た
場
合

こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
前
相
続
人
等
が
従
前
所
有
者
等
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
前
相
続

人
等
が
前
相
続
人
等
か
ら
当
該
被
災
住
宅
用
地
の
全
部
等
を
取
得
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
被
災
住
宅
用
地
の
全
部
等

を
取
得
し
た
前
相
続
人
等
に
係
る
前
相
続
人
等
を
含
む
。
）
か
ら
取
得
し
た
当
該
被
災
住
宅
用
地
の
全
部
等
の
う
ち
、

こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
相
続
人
等
が
当
該
前
相
続
人
等
か
ら
取
得
し
た
当
該
被
災
住
宅
用
地
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の

面
積
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
当
該
相
続
人
等
が
当
該
前
相
続
人
等
か
ら
取
得
し
た
当
該
被
災
住
宅
用
地
の
全
部
若

し
く
は
一
部
に
係
る
共
有
持
分
の
割
合
に
応
ず
る
被
災
住
宅
用
地
の
面
積

３

政
令
附
則
第
十
二
条
の
四
第
七
項
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
特
例
適
用
住
居
数
は
、
同
号
ロ
の
そ
の
全
部
が
別
荘
の
用
に

供
さ
れ
て
い
た
住
居
以
外
の
住
居
が
、
家
屋
の
う
ち
人
の
居
住
の
用
に
供
す
る
た
め
に
独
立
的
に
区
画
さ
れ
た
部
分
又
は

そ
の
一
部
で
あ
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
部
分
の
数
に
よ
る
。

４

法
附
則
第
十
六
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一

法
附
則
第
十
六
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
被
災
共
用
土
地
（
以
下
こ
の
項
か
ら
第
九
項
ま
で
に
お
い
て
「
被
災
共



五
〇
頁

用
土
地
」
と
い
う
。
）
が
同
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

の
規
定
に
よ
り
住
宅
用
地
と
み
な
さ
れ
た
土
地
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
住
宅
用
地
と
み
な
さ
れ
た
土
地
」
と
い
う

。
）
で
あ
る
部
分
及
び
住
宅
用
地
と
み
な
さ
れ
た
土
地
以
外
の
土
地
（
第
九
項
に
お
い
て
「
非
住
宅
用
地
」
と
い
う
。

）
で
あ
る
部
分
を
併
せ
有
す
る
土
地
で
あ
る
場
合

二

被
災
共
用
土
地
が
法
附
則
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
三
百
四
十
九
条
の

三
の
二
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
土
地
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
小
規
模
住
宅
用
地
」
と
い
う
。
）
で
あ
る

部
分
及
び
小
規
模
住
宅
用
地
以
外
の
住
宅
用
地
と
み
な
さ
れ
た
土
地
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
一
般
住
宅
用
地
」
と

い
う
。
）
で
あ
る
部
分
を
併
せ
有
す
る
土
地
で
あ
る
場
合

５

被
災
共
用
土
地
の
面
積
が
当
該
被
災
共
用
土
地
に
係
る
被
災
区
分
所
有
家
屋
（
法
附
則
第
十
六
条
の
二
第
三
項
に
規
定

す
る
被
災
区
分
所
有
家
屋
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
床
面
積
の
十
倍
の
面
積
以
下
で
あ
る
場
合
に
お

け
る
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
被
災
共
用
土
地
に
係
る
持
分
の
割
合
の
補
正
は
、
当
該
持
分
の
割
合
に
、
当
該
被

災
共
用
土
地
に
係
る
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
被
災
共
用
土
地
納
税
義
務
者
（
同
項
に
規
定
す
る
被
災
共
用
土
地
納
税
義

務
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
か
ら
第
七
項
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
定



五
一
頁

め
る
算
式
に
よ
り
計
算
し
た
数
値
を
乗
じ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

被
災
共
用
土
地
納
税
義
務
者
の
区
分

算
式

一

次
に
掲
げ
る
各
被
災
共
用
土
地
納
税
義
務
者

（１
／

Ａ

）×

（
（Ｂ

×
Ｃ

）／
Ｄ

）

イ

平
成
二
十
八
年
度
に
係
る
賦
課
期
日
に
お
い

（算
式

の
符

号

）

て
そ
の
全
部
が
人
の
居
住
の
用
に
供
さ
れ
て
い

Ａ
当

該
被

災
共

用
土

地
に

係
る

固
定

資
産

税
の

課
税

標

た
専
有
部
分
（
そ
の
全
部
又
は
一
部
が
別
荘
（

準
と

な
る

べ
き

額

政
令
第
三
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
別
荘
を

Ｂ
当

該
被

災
共

用
土

地
に

係
る

小
規

模
住

宅
用

地
で

あ

い
う
。
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
用
に
供

る
部

分
に

係
る

固
定

資
産

税
の

課
税

標
準

に
相

当
す

る

さ
れ
て
い
た
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
及
び

額

次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
平
成
二
十
八
年
四

Ｃ
当

該
被

災
共

用
土

地
の

面
積

月
十
三
日
に
お
い
て
所
有
し
て
い
た
者
（
以
下

Ｄ
当

該
被

災
共

用
土

地
に

係
る

小
規

模
住

宅
用

地
で

あ

こ
の
項
に
お
い
て
「
特
例
対
象
者
」
と
い
う
。

る
部

分
の

面
積

）
で
平
成
三
十
一
年
度
又
は
平
成
三
十
二
年
度



五
二
頁

に
係
る
賦
課
期
日
に
お
い
て
当
該
被
災
共
用
土

地
の
面
積
に
そ
の
者
の
当
該
被
災
共
用
土
地
に

係
る
共
有
持
分
（
同
月
十
四
日
以
後
に
そ
の
者

が
取
得
し
た
当
該
被
災
共
用
土
地
に
係
る
共
有

持
分
を
除
く
。
以
下
こ
の
イ
に
お
い
て
同
じ
。

）
の
割
合
を
乗
じ
て
得
た
面
積
が
二
百
平
方
メ

ー
ト
ル
（
当
該
専
有
部
分
が
二
以
上
の
部
分
に

独
立
的
に
区
画
さ
れ
て
い
た
場
合
に
は
、
二
百

平
方
メ
ー
ト
ル
に
当
該
専
有
部
分
に
存
し
た
住

居
の
数
を
乗
じ
て
得
た
面
積
と
す
る
。
以
下
こ

の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
下
と
な

る
当
該
共
有
持
分
を
有
し
て
い
る
も
の

ロ

政
令
附
則
第
十
二
条
の
四
第
三
項
第
三
号
か



五
三
頁

ら
第
五
号
ま
で
の
規
定
に
よ
り
特
例
対
象
者
か

ら
そ
の
者
が
平
成
二
十
八
年
四
月
十
三
日
に
お

い
て
有
し
て
い
た
当
該
被
災
共
用
土
地
に
係
る

共
有
持
分
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て

「
特
定
共
有
持
分
」
と
い
う
。
）
を
取
得
し
た

同
条
第
四
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
相
続
人
等

（
同
条
第
三
項
第
三
号
又
は
第
五
号
の
規
定
に

よ
り
相
続
人
等
か
ら
特
定
共
有
持
分
を
取
得
し

た
相
続
人
等
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
相
続
人
等
」
と
い
う
。
）
で
平
成
三
十
一
年

度
又
は
平
成
三
十
二
年
度
に
係
る
賦
課
期
日
に

お
い
て
当
該
被
災
共
用
土
地
の
面
積
に
そ
の
者

の
当
該
被
災
共
用
土
地
に
係
る
特
定
共
有
持
分



五
四
頁

の
割
合
（
当
該
相
続
人
等
に
係
る
特
例
対
象
者

に
つ
き
相
続
人
等
が
複
数
あ
る
場
合
に
は
、
当

該
特
例
対
象
者
に
係
る
各
相
続
人
等
の
当
該
被

災
共
用
土
地
に
係
る
特
定
共
有
持
分
の
割
合
を

合
算
し
た
も
の
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
「
相
続
等
に
係
る
特
定
共
有
持
分
の
割
合
」

と
い
う
。
）
を
乗
じ
て
得
た
面
積
が
二
百
平
方

メ
ー
ト
ル
以
下
と
な
る
当
該
特
定
共
有
持
分
を

有
し
て
い
る
も
の

二

次
に
掲
げ
る
各
被
災
共
用
土
地
納
税
義
務
者

（１
／

Ａ

）×

｛Ｂ
×

（
（Ｃ

＋

（２
０

０
平

方
メ

イ
ー

イ

特
例
対
象
者
で
平
成
三
十
一
年
度
又
は
平
成

ト
ル

×
Ｄ

－
Ｅ

×
Ｆ

）×

（
（Ｅ

×
Ｇ

－
Ｃ

）／

（Ｅ
×

三
十
二
年
度
に
係
る
賦
課
期
日
に
お
い
て
当
該

Ｈ
－

２
０

０
平

方
メ

ト
ル

×
Ｉ

）
）
）／

Ｊ

）＋
Ｋ

×
ー

被
災
共
用
土
地
の
面
積
に
そ
の
者
の
当
該
被
災

（
（Ｅ

×
Ｇ

－
Ｃ

－

（２
０

０
平

方
メ

ト
ル

×
Ｄ

－
Ｅ

ー



五
五
頁

共
用
土
地
に
係
る
共
有
持
分
（
平
成
二
十
八
年

×
Ｆ

）×

（
（Ｅ

×
Ｇ

－
Ｃ

）／

（Ｅ
×

Ｈ
－

２
０

０
平

四
月
十
四
日
以
後
に
そ
の
者
が
取
得
し
た
当
該

方
メ

ト
ル

×
Ｉ

）
）
）／

Ｌ

）
｝×

（１
／

Ｇ

）

ー

被
災
共
用
土
地
に
係
る
共
有
持
分
を
除
く
。
以

ロ

（１
／

Ａ

）×

（
（Ｂ

×
Ｅ

）／
Ｊ

）

下
こ
の
イ
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
割
合
を
乗
じ

Ｊ
＜

Ｅ
×

（Ｆ
＋

Ｈ

）で
あ

る
場

合
に

は
イ

の
算

式
を

用

て
得
た
面
積
が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

い
Ｊ

≧
Ｅ

×

（Ｆ
＋

Ｈ

）で
あ

る
場

合
に

は
ロ

の
算

式
、

こ
と
と
な
る
当
該
共
有
持
分
を
有
し
て
い
る
も

を
用

い
る

。

の
ロ

相
続
人
等
で
平
成
三
十
一
年
度
又
は
平
成
三

（算
式

の
符

号

）

十
二
年
度
に
係
る
賦
課
期
日
に
お
い
て
当
該
被

Ａ
当

該
被

災
共

用
土

地
に

係
る

固
定

資
産

税
の

課
税

標

災
共
用
土
地
の
面
積
に
相
続
等
に
係
る
特
定
共

準
と

な
る

べ
き

額

有
持
分
の
割
合
を
乗
じ
て
得
た
面
積
が
二
百
平

Ｂ
当

該
被

災
共

用
土

地
に

係
る

小
規

模
住

宅
用

地
で

あ

方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
当
該
特
定

る
部

分
に

係
る

固
定

資
産

税
の

課
税

標
準

に
相

当
す

る

共
有
持
分
を
有
し
て
い
る
も
の

額



五
六
頁

Ｃ
２

０
０

平
方

メ
ト

ル

（前
号

イ
に

掲
げ

る
被

災
共

ー

用
土

地
納

税
義

務
者

又
は

同
号

ロ
に

掲
げ

る
相

続
人

等

に
係

る
特

例
対

象
者

（Ｄ
に

お
い

て

「専
有

部
分

の
従

前
所

有
者

」と
い

う

。

）が
所

有
し

て
い

た
専

有
部

分

が
２

以
上

の
部

分
に

独
立

的
に

区
画

さ
れ

て
い

た
場

合

に
は

２
０

０
平

方
メ

ト
ル

に
当

該
専

有
部

分
に

存
、

ー

し
た

住
居

の
数

（Ｄ
及

び
Ｉ

に
お

い
て

「専
有

部
分

の

住
居

数

」と
い

う

。

）を
乗

じ
て

得
た

面
積

と
す

る

。

）

Ｄ
各

専
有

部
分

の
従

前
所

有
者

が
所

有
し

て
い

た
専

有

部
分

の
数

（２
以

上
の

部
分

に
独

立
的

に
区

画
さ

れ
て

い
た

専
有

部
分

を
所

有
し

て
い

た
専

有
部

分
の

従
前

所

有
者

に
あ

つ
て

は
そ

の
所

有
し

て
い

た
当

該
専

有
部

、



五
七
頁

分
の

数
に

専
有

部
分

の
住

居
数

を
乗

じ
た

も
の

と
す

る

。
）を

合
算

し
た

も
の

Ｅ
当

該
被

災
共

用
土

地
の

面
積

Ｆ
前

号
に

掲
げ

る
各

被
災

共
用

土
地

納
税

義
務

者
の

平

成
３

１
年

度
又

は
平

成
３

２
年

度
に

係
る

賦
課

期
日

に

お
け

る
当

該
被

災
共

用
土

地
に

係
る

同
号

の
共

有
持

分

又
は

特
定

共
有

持
分

の
割

合
を

合
算

し
た

も
の

Ｇ
こ

の
号

に
掲

げ
る

各
被

災
共

用
土

地
納

税
義

務
者

の

平
成

３
１

年
度

又
は

平
成

３
２

年
度

に
係

る
賦

課
期

日

に
お

け
る

当
該

被
災

共
用

土
地

に
係

る
こ

の
号

の
共

有

持
分

又
は

特
定

共
有

持
分

の
割

合

Ｈ
こ

の
号

に
掲

げ
る

各
被

災
共

用
土

地
納

税
義

務
者

の

平
成

３
１

年
度

又
は

平
成

３
２

年
度

に
係

る
賦

課
期

日



五
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に
お

け
る

当
該

被
災

共
用

土
地

に
係

る
こ

の
号

の
共

有

持
分

又
は

特
定

共
有

持
分

の
割

合
を

合
算

し
た

も
の

Ｉ
こ

の
号

イ
に

掲
げ

る
被

災
共

用
土

地
納

税
義

務
者

又

は
こ

の
号

ロ
に

掲
げ

る
相

続
人

等
に

係
る

特
例

対
象

者

（以
下

こ
の

Ｉ
に

お
い

て

「専
有

部
分

の
従

前
所

有
者

」と
い

う

。

）が
そ

れ
ぞ

れ
所

有
し

て
い

た
専

有
部

分

の
数

（２
以

上
の

部
分

に
独

立
的

に
区

画
さ

れ
て

い
た

専
有

部
分

を
所

有
し

て
い

た
専

有
部

分
の

従
前

所
有

者

に
あ

つ
て

は
そ

の
所

有
し

て
い

た
当

該
専

有
部

分
の

、

数
に

専
有

部
分

の
住

居
数

を
乗

じ
た

も
の

と
す

る

。

）

を
合

算
し

た
も

の

Ｊ
当

該
被

災
共

用
土

地
に

係
る

小
規

模
住

宅
用

地
で

あ

る
部

分
の

面
積
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Ｋ
当

該
被

災
共

用
土

地
に

係
る

一
般

住
宅

用
地

で
あ

る

部
分

に
係

る
固

定
資

産
税

の
課

税
標

準
に

相
当

す
る

額

Ｌ
当

該
被

災
共

用
土

地
に

係
る

一
般

住
宅

用
地

で
あ

る

部
分

の
面

積

三

次
に
掲
げ
る
被
災
共
用
土
地
納
税
義
務
者

（Ａ
－

（Ｂ
＋

Ｃ

）
）／

（Ａ
×

Ｄ

）

イ

平
成
二
十
八
年
度
に
係
る
賦
課
期
日
に
お
い

（算
式

の
符

号

）

て
人
の
居
住
の
用
に
供
す
る
部
分
（
別
荘
の
用

Ａ
当

該
被

災
共

用
土

地
に

係
る

固
定

資
産

税
の

額

に
供
す
る
部
分
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ

Ｂ
第

１
号

に
掲

げ
る

各
被

災
共

用
土

地
納

税
義

務
者

の

。
）
を
有
し
な
い
専
有
部
分
を
有
し
て
い
た
者

当
該

被
災

共
用

土
地

に
係

る
固

定
資

産
税

の
額

を
合

算

ロ

平
成
二
十
八
年
四
月
十
四
日
以
後
に
当
該
被

し
た

も
の

災
共
用
土
地
に
係
る
共
有
持
分
を
取
得
し
た
者

Ｃ
前

号
に

掲
げ

る
各

被
災

共
用

土
地

納
税

義
務

者
の

当

（
相
続
人
等
を
除
く
。
）

該
被

災
共

用
土

地
に

係
る

固
定

資
産

税
の

額
を

合
算

し

た
も

の



六
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Ｄ
こ

の
号

に
掲

げ
る

各
被

災
共

用
土

地
納

税
義

務
者

の

平
成

３
１

年
度

又
は

平
成

３
２

年
度

に
係

る
賦

課
期

日

に
お

け
る

当
該

被
災

共
用

土
地

に
係

る
共

有
持

分
の

割

合
を

合
算

し
た

も
の

６

被
災
共
用
土
地
に
係
る
被
災
区
分
所
有
家
屋
の
専
有
部
分
で
平
成
二
十
八
年
度
に
係
る
賦
課
期
日
に
お
い
て
人
の
居
住

の
用
に
供
す
る
部
分
及
び
人
の
居
住
の
用
に
供
す
る
部
分
以
外
の
部
分
を
併
せ
有
し
て
い
た
も
の
（
以
下
こ
の
項
及
び
次

項
に
お
い
て
「
併
用
専
有
部
分
」
と
い
う
。
）
を
平
成
二
十
八
年
四
月
十
三
日
に
お
い
て
所
有
し
て
い
た
者
（
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
特
例
対
象
者
」
と
い
う
。
）
で
被
災
共
用
土
地
納
税
義
務
者
で
あ
る
も
の
又
は
政
令
附
則
第
十
二
条
の
四

第
三
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
規
定
に
よ
り
特
例
対
象
者
か
ら
そ
の
者
が
同
日
に
お
い
て
有
し
て
い
た
当
該
被
災
共

用
土
地
に
係
る
共
有
持
分
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
例
適
用
共
有
持
分
」
と
い
う
。
）
を
取
得
し
た
同
条
第
四
項
第

一
号
イ
に
規
定
す
る
相
続
人
等
（
同
条
第
三
項
第
三
号
又
は
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
相
続
人
等
か
ら
特
例
適
用
共
有
持
分

を
取
得
し
た
相
続
人
等
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
相
続
人
等
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
被
災
共

用
土
地
納
税
義
務
者
で
あ
る
も
の
又
は
当
該
相
続
人
等
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
併
用
専
有
部
分
に
係
る
被
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災
共
用
土
地
納
税
義
務
者
」
と
い
う
。
）
の
平
成
三
十
一
年
度
又
は
平
成
三
十
二
年
度
に
係
る
賦
課
期
日
に
お
け
る
当
該

被
災
共
用
土
地
に
係
る
特
例
適
用
共
有
持
分
の
割
合
（
当
該
相
続
人
等
に
係
る
特
例
対
象
者
に
つ
き
相
続
人
等
が
複
数
あ

る
場
合
に
は
、
当
該
特
例
対
象
者
に
係
る
各
相
続
人
等
の
当
該
被
災
共
用
土
地
に
係
る
特
例
適
用
共
有
持
分
の
割
合
を
合

算
し
た
も
の
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
割
合
」
と
い
う
。
）
に
当
該
人
の
居
住
の
用
に
供
す
る
部
分
の
床

面
積
の
当
該
専
有
部
分
の
床
面
積
に
対
す
る
割
合
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
居
住
割
合
」
と
い
う
。
）
を
乗
じ
て
得
た

数
値
を
当
該
被
災
共
用
土
地
の
面
積
に
乗
じ
て
得
た
面
積
が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
と
き
は
当
該
併
用
専
有
部

分
に
係
る
被
災
共
用
土
地
納
税
義
務
者
を
も
つ
て
前
項
の
表
の
第
一
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
各
被
災
共
用
土
地
納
税
義

務
者
と
み
な
し
、
当
該
面
積
が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
と
き
は
当
該
併
用
専
有
部
分
に
係
る
被
災
共
用
土
地
納
税

義
務
者
を
も
つ
て
同
表
の
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
各
被
災
共
用
土
地
納
税
義
務
者
と
み
な
し
、
特
定
割
合
に
居
住

割
合
を
乗
じ
て
得
た
数
値
を
も
つ
て
当
該
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
各
被
災
共
用
土
地
納
税
義
務
者
の
平
成
三
十
一

年
度
又
は
平
成
三
十
二
年
度
に
係
る
賦
課
期
日
に
お
け
る
当
該
被
災
共
用
土
地
に
係
る
共
有
持
分
又
は
特
定
共
有
持
分
の

割
合
と
み
な
し
、
特
定
割
合
に
当
該
人
の
居
住
の
用
に
供
す
る
部
分
以
外
の
部
分
の
床
面
積
の
当
該
専
有
部
分
の
床
面
積

に
対
す
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
数
値
を
も
つ
て
当
該
第
三
号
に
掲
げ
る
各
被
災
共
用
土
地
納
税
義
務
者
の
平
成
三
十
一
年
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度
又
は
平
成
三
十
二
年
度
に
係
る
賦
課
期
日
に
お
け
る
当
該
被
災
共
用
土
地
に
係
る
共
有
持
分
の
割
合
と
み
な
し
て
、
同

項
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
併
用
専
有
部
分
に
係
る
被
災
共
用
土
地
納
税
義
務
者
に
つ
い
て
は

、
次
の
算
式
に
よ
り
計
算
し
た
数
値
を
も
つ
て
当
該
併
用
専
有
部
分
に
係
る
被
災
共
用
土
地
納
税
義
務
者
の
当
該
被
災
共

用
土
地
に
係
る
持
分
の
割
合
に
乗
ず
る
べ
き
数
値
と
す
る
。

算
式

α
×

Ｋ
＋

β
×

（１
－

Ｋ
）

（算
式

の
符

号

）

α
前

項
の

表
の

第
１

号
又

は
第

２
号

に
定

め
る

算
式

に
よ

り
計

算
し

た
数

値

β
前

項
の

表
の

第
３

号
に

定
め

る
算

式
に

よ
り

計
算

し
た

数
値

Ｋ
居

住
割

合

７

第
五
項
の
表
の
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
に
掲
げ
る
被
災
共
用
土
地
納
税
義
務
者
又
は
併
用
専
有
部
分
に
係
る
被
災
共

用
土
地
納
税
義
務
者
が
平
成
二
十
八
年
四
月
十
四
日
以
後
に
当
該
被
災
共
用
土
地
に
係
る
共
有
持
分
（
政
令
附
則
第
十
二

条
の
四
第
三
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
規
定
に
よ
り
そ
の
者
が
取
得
し
た
共
有
持
分
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い



六
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て
「
新
た
な
共
有
持
分
」
と
い
う
。
）
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
当
該
新
た
な
共
有
持
分
に
つ
い
て
は
、
当
該
新
た
な
共

有
持
分
を
取
得
し
た
被
災
共
用
土
地
納
税
義
務
者
を
も
つ
て
同
表
の
第
三
号
に
掲
げ
る
被
災
共
用
土
地
納
税
義
務
者
の
一

人
と
み
な
し
、
当
該
新
た
な
共
有
持
分
の
面
積
の
当
該
被
災
共
用
土
地
の
面
積
に
対
す
る
割
合
を
同
号
に
掲
げ
る
各
被
災

共
用
土
地
納
税
義
務
者
の
当
該
被
災
共
用
土
地
に
係
る
共
有
持
分
の
割
合
と
み
な
し
て
、
第
五
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

８

前
三
項
の
規
定
は
、
被
災
共
用
土
地
の
面
積
が
当
該
被
災
共
用
土
地
に
係
る
被
災
区
分
所
有
家
屋
の
床
面
積
の
十
倍
の

面
積
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
法
附
則
第
十
六
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
被
災
共
用
土
地
に
係
る
持
分
の
割
合

の
補
正
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
又

は
算
式
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
又
は
算
式
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
五
項
の
表
の
第
一
号

当
該
被
災
共
用
土
地
の
面
積

当
該
被
災
共
用
土
地
に
係
る
被
災
区
分
所
有
家
屋
の
床
面

積
の
十
倍
の
面
積

（１
／

Ａ

）×

（
（Ｂ

×
Ｃ

（１
／

Ａ

）×

（
（
（Ｂ

×
Ｅ

）／
Ｄ

）＋
Ｆ

×

（
（Ｃ

）／
Ｄ

）

－
Ｅ

）／
Ｇ

）
）

Ｄ
当

該
被

災
共

用
土

地
に

Ｄ
当

該
被

災
共

用
土

地
に

係
る

小
規

模
住

宅
用

地
で

あ
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係
る

小
規

模
住

宅
用

地
で

る
部

分
の

面
積

あ
る

部
分

の
面

積
Ｅ

当
該

被
災

共
用

土
地

に
係

る
被

災
区

分
所

有
家

屋
の

床
面

積
の

１
０

倍
の

面
積

Ｆ
当

該
被

災
共

用
土

地
に

係
る

非
住

宅
用

地
で

あ
る

部

分
に

係
る

固
定

資
産

税
の

課
税

標
準

に
相

当
す

る
額

Ｇ
当

該
被

災
共

用
土

地
に

係
る

非
住

宅
用

地
で

あ
る

部

分
の

面
積

第
五
項
の
表
の
第
二
号

当
該
被
災
共
用
土
地
の
面
積

当
該
被
災
共
用
土
地
に
係
る
被
災
区
分
所
有
家
屋
の
床
面

積
の
十
倍
の
面
積

（１
／

Ａ

）×

｛Ｂ
×

（
（

（１
／

Ａ

）×

〔
｛Ｂ

×

（
（Ｃ

＋

（２
０

０
平

方
メ

ー

Ｃ
＋

（２
０

０
平

方
メ

ト
ト

ル
×

Ｄ
－

Ｍ
×

Ｆ

）×

（
（Ｍ

×
Ｇ

－
Ｃ

）／

（Ｍ
×

ー

ル
×

Ｄ
－

Ｅ
×

Ｆ

）×

（
（

Ｈ
－

２
０

０
平

方
メ

ト
ル

×
Ｉ

）
）
）／

Ｊ

）＋
Ｋ

×
ー

Ｅ
×

Ｇ
－

Ｃ

）／

（Ｅ
×

Ｈ

（
（Ｍ

×
Ｇ

－
Ｃ

－

（２
０

０
平

方
メ

ト
ル

×
Ｄ

－
Ｍ

ー
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－
２

０
０

平
方

メ
ト

ル
×

×
Ｆ

）×

（
（Ｍ

×
Ｇ

－
Ｃ

）／

（Ｍ
×

Ｈ
－

２
０

０
平

ー

Ｉ

）
）
）／

Ｊ

）＋
Ｋ

×

（

方
メ

ト
ル

×
Ｉ

）
）
）／

Ｌ

）
｝×

（１
／

Ｇ

）＋
Ｎ

ー

（Ｅ
×

Ｇ
－

Ｃ
－

（２
０

０
×

（
（Ｅ

－
Ｍ

）／
Ｏ

）
〕

平
方

メ
ト

ル
×

Ｄ
－

Ｅ
×

ー

Ｆ

）×

（
（Ｅ

×
Ｇ

－
Ｃ

）

／

（Ｅ
×

Ｈ
－

２
０

０
平

方

メ
ト

ル
×

Ｉ

）
）
）／

Ｌ
ー）

｝×

（１
／

Ｇ

）

（１
／

Ａ

）×
（
（Ｂ

×
Ｅ

（１
／

Ａ

）×

（
（
（Ｂ

×
Ｍ

）／
Ｊ

）＋
Ｎ

×

（
（Ｅ

）／
Ｊ

）

－
Ｍ

）／
Ｏ

）
）

Ｅ
×

（Ｆ
＋

Ｈ

）

Ｍ
×

（Ｆ
＋

Ｈ

）

Ｌ
当

該
被

災
共

用
土

地
に

Ｌ
当

該
被

災
共

用
土

地
に

係
る

一
般

住
宅

用
地

で
あ

る

係
る

一
般

住
宅

用
地

で
あ

部
分

の
面

積



六
六
頁

る
部

分
の

面
積

Ｍ
当

該
被

災
共

用
土

地
に

係
る

被
災

区
分

所
有

家
屋

の

床
面

積
の

１
０

倍
の

面
積

Ｎ
当

該
被

災
共

用
土

地
に

係
る

非
住

宅
用

地
で

あ
る

部

分
に

係
る

固
定

資
産

税
の

課
税

標
準

に
相

当
す

る
額

Ｏ
当

該
被

災
共

用
土

地
に

係
る

非
住

宅
用

地
で

あ
る

部

分
の

面
積

第
六
項

当
該
被
災
共
用
土
地
の
面
積

当
該
被
災
共
用
土
地
に
係
る
被
災
区
分
所
有
家
屋
の
床
面

積
の
十
倍
の
面
積

９

法
附
則
第
十
六
条
の
二
第
八
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
四
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
被
災
共
用
土
地
納
税
義
務
者
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
仮
換
地
等
納
税
義
務
者
」
と
す
る
ほ
か

、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
四
項
各
号
列
記
以
外

附
則
第
十
六
条
の
二
第
三
項

附
則
第
十
六
条
の
二
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

の
部
分

適
用
さ
れ
る
同
条
第
三
項



六
七
頁

第
四
項
第
一
号

附
則
第
十
六
条
の
二
第
三
項

附
則
第
十
六
条
の
二
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
さ
れ
る
同
条
第
三
項

被
災
共
用
土
地

特
定
仮
換
地
等

同
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項

同
条
第
六
項
（
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ

え
て
適
用
さ
れ
る
同
条
第
一
項

。
）

第
四
項
第
二
号

被
災
共
用
土
地

特
定
仮
換
地
等

附
則
第
十
六
条
の
二
第
一
項

附
則
第
十
六
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
さ
れ
る
同
条
第
一
項

第
五
項
の
表
以
外
の
部

被
災
共
用
土
地
の
面
積

特
定
仮
換
地
等
の
面
積

分

被
災
共
用
土
地
に
係
る
被
災

特
定
仮
換
地
等
に
対
応
す
る
従
前
の
土
地
で
あ
る
被
災
共

区
分
所
有
家
屋

用
土
地
に
係
る
被
災
区
分
所
有
家
屋



六
八
頁

附
則
第
十
六
条
の
二
第
三
項

附
則
第
十
六
条
の
二
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
さ
れ
る
同
条
第
三
項

同
条
第
三
項

同
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同

条
第
三
項

被
災
共
用
土
地
に
係
る
持
分

特
定
仮
換
地
等
に
対
応
す
る
従
前
の
土
地
で
あ
る
被
災
共

の
割
合

用
土
地
に
係
る
持
分
の
割
合

被
災
共
用
土
地
に
係
る
次
の

特
定
仮
換
地
等
に
係
る
次
の

第
五
項
の
表
の
第
一
号

被
災
共
用
土
地
の
面
積

特
定
仮
換
地
等
の
面
積

被
災
共
用
土
地
に
係
る
共
有

特
定
仮
換
地
等
に
対
応
す
る
従
前
の
土
地
で
あ
る
被
災
共

持
分

用
土
地
に
係
る
共
有
持
分

被
災
共
用
土
地
に
係
る
特
定

特
定
仮
換
地
等
に
対
応
す
る
従
前
の
土
地
で
あ
る
被
災
共

共
有
持
分

用
土
地
に
係
る
特
定
共
有
持
分

被
災

共
用

土
地

に
係

る
固

定
特

定
仮

換
地

等
に

係
る

固
定

資
産

税



六
九
頁

資
産

税

被
災

共
用

土
地

に
係

る
小

規
特

定
仮

換
地

等
に

係
る

小
規

模
住

宅
用

地

模
住

宅
用

地

被
災

共
用

土
地

の
面

積
特

定
仮

換
地

等
の

面
積

第
五
項
の
表
の
第
二
号

被
災
共
用
土
地
の
面
積

特
定
仮
換
地
等
の
面
積

被
災
共
用
土
地
に
係
る
共
有

特
定
仮
換
地
等
に
対
応
す
る
従
前
の
土
地
で
あ
る
被
災
共

持
分

用
土
地
に
係
る
共
有
持
分

被
災

共
用

土
地

に
係

る
固

定
特

定
仮

換
地

等
に

係
る

固
定

資
産

税

資
産

税

被
災

共
用

土
地

に
係

る
小

規
特

定
仮

換
地

等
に

係
る

小
規

模
住

宅
用

地

模
住

宅
用

地

被
災

共
用

土
地

納
税

義
務

者
特

定
仮

換
地

等
納

税
義

務
者

被
災

共
用

土
地

の
面

積
特

定
仮

換
地

等
の

面
積



七
〇
頁

被
災

共
用

土
地

に
係

る
同

号
特

定
仮

換
地

等
に

対
応

す
る

従
前

の
土

地
で

あ
る

被
災

共

の
共

有
持

分
又

は
特

定
共

有
用

土
地

に
係

る
同

号
の

共
有

持
分

又
は

特
定

共
有

持
分

の

持
分

の
割

合
割

合

被
災

共
用

土
地

に
係

る
一

般
特

定
仮

換
地

等
に

係
る

一
般

住
宅

用
地

住
宅

用
地

第
五
項
の
表
の
第
三
号

被
災
共
用
土
地
に
係
る
共
有

特
定
仮
換
地
等
に
対
応
す
る
従
前
の
土
地
で
あ
る
被
災
共

持
分

用
土
地
に
係
る
共
有
持
分

被
災

共
用

土
地

に
係

る
固

定
特

定
仮

換
地

等
に

係
る

固
定

資
産

税

資
産

税

被
災

共
用

土
地

納
税

義
務

者
特

定
仮

換
地

等
納

税
義

務
者

被
災

共
用

土
地

に
係

る
共

有
特

定
仮

換
地

等
に

対
応

す
る

従
前

の
土

地
で

あ
る

被
災

共

持
分

用
土

地
に

係
る

共
有

持
分

第
六
項

被
災
共
用
土
地
に
係
る
被
災

特
定
仮
換
地
等
に
対
応
す
る
従
前
の
土
地
で
あ
る
被
災
共



七
一
頁

区
分
所
有
家
屋

用
土
地
に
係
る
被
災
区
分
所
有
家
屋

被
災
共
用
土
地
に
係
る
共
有

特
定
仮
換
地
等
に
対
応
す
る
従
前
の
土
地
で
あ
る
被
災
共

持
分

用
土
地
に
係
る
共
有
持
分

被
災
共
用
土
地
に
係
る
特
例

特
定
仮
換
地
等
に
対
応
す
る
従
前
の
土
地
で
あ
る
被
災
共

適
用
共
有
持
分

用
土
地
に
係
る
特
例
適
用
共
有
持
分

被
災
共
用
土
地
の
面
積

特
定
仮
換
地
等
の
面
積

被
災
共
用
土
地
に
係
る
共
有

特
定
仮
換
地
等
に
対
応
す
る
従
前
の
土
地
で
あ
る
被
災
共

持
分
又
は
特
定
共
有
持
分

用
土
地
に
係
る
共
有
持
分
又
は
特
定
共
有
持
分

被
災
共
用
土
地
に
係
る
持
分

特
定
仮
換
地
等
に
対
応
す
る
従
前
の
土
地
で
あ
る
被
災
共

の
割
合

用
土
地
に
係
る
持
分
の
割
合

第
七
項

被
災
共
用
土
地
に
係
る
共
有

特
定
仮
換
地
等
に
対
応
す
る
従
前
の
土
地
で
あ
る
被
災
共

持
分

用
土
地
に
係
る
共
有
持
分

被
災
共
用
土
地
の
面
積

特
定
仮
換
地
等
の
面
積



七
二
頁

前
項
の
表
以
外
の
部
分

被
災
共
用
土
地
の
面
積

特
定
仮
換
地
等
の
面
積

被
災
共
用
土
地
に
係
る
被
災

特
定
仮
換
地
等
に
対
応
す
る
従
前
の
土
地
で
あ
る
被
災
共

区
分
所
有
家
屋

用
土
地
に
係
る
被
災
区
分
所
有
家
屋

被
災
共
用
土
地
に
係
る
持
分

特
定
仮
換
地
等
に
対
応
す
る
従
前
の
土
地
で
あ
る
被
災
共

の
割
合

用
土
地
に
係
る
持
分
の
割
合

前
項
の
表
の
第
五
項
の

被
災
共
用
土
地
の
面
積

特
定
仮
換
地
等
の
面
積

表
の
第
一
号
の
項

被
災
共
用
土
地
に
係
る
被
災

特
定
仮
換
地
等
に
対
応
す
る
従
前
の
土
地
で
あ
る
被
災
共

区
分
所
有
家
屋

用
土
地
に
係
る
被
災
区
分
所
有
家
屋

被
災

共
用

土
地

に
係

る
小

規
特

定
仮

換
地

等
に

係
る

小
規

模
住

宅
用

地

模
住

宅
用

地

被
災

共
用

土
地

に
係

る
被

災
特

定
仮

換
地

等
に

対
応

す
る

従
前

の
土

地
で

あ
る

被
災

共

区
分

所
有

家
屋

用
土

地
に

係
る

被
災

区
分

所
有

家
屋

被
災

共
用

土
地

に
係

る
非

住
特

定
仮

換
地

等
に

係
る

非
住

宅
用

地



七
三
頁

宅
用

地

前
項
の
表
の
第
五
項
の

被
災
共
用
土
地
の
面
積

特
定
仮
換
地
等
の
面
積

表
の
第
二
号
の
項

被
災
共
用
土
地
に
係
る
被
災

特
定
仮
換
地
等
に
対
応
す
る
従
前
の
土
地
で
あ
る
被
災
共

区
分
所
有
家
屋

用
土
地
に
係
る
被
災
区
分
所
有
家
屋

被
災

共
用

土
地

に
係

る
一

般
特

定
仮

換
地

等
に

係
る

一
般

住
宅

用
地

住
宅

用
地

被
災

共
用

土
地

に
係

る
被

災
特

定
仮

換
地

等
に

対
応

す
る

従
前

の
土

地
で

あ
る

被
災

共

区
分

所
有

家
屋

用
土

地
に

係
る

被
災

区
分

所
有

家
屋

被
災

共
用

土
地

に
係

る
非

住
特

定
仮

換
地

等
に

係
る

非
住

宅
用

地

宅
用

地

前
項
の
表
の
第
六
項
の

被
災
共
用
土
地
の
面
積

特
定
仮
換
地
等
の
面
積

項

被
災
共
用
土
地
に
係
る
被
災

特
定
仮
換
地
等
に
対
応
す
る
従
前
の
土
地
で
あ
る
被
災
共

区
分
所
有
家
屋

用
土
地
に
係
る
被
災
区
分
所
有
家
屋



七
四
頁

附
則
第
八
条
の
三
の
三
第
一
項
中
「
当
該
軽
自
動
車
の
」
を
「
お
い
て
」
に
、
「
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「
旨
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
」
に
、
「
が
併
記
さ
れ
て
」
を
「
を
用
い
て
い
る
旨
が
併
せ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「
当
該
軽
自
動
車
の
」
を
「
お
い
て
」
に
、
「
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
条
第
五

項
中
「
当
該
軽
自
動
車
が
」
を
「
お
い
て
」
に
、
「
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
」
を
「
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
」
に
改
め
る
。

附
則
第
八
条
の
三
の
四
の
見
出
し
を
「
（
法
附
則
第
三
十
条
第
二
項
第
二
号
の
基
準
等
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
か
ら

第
八
項
ま
で
を
削
り
、
同
条
第
九
項
中
「
附
則
第
三
十
条
第
六
項
第
二
号
」
を
「
附
則
第
三
十
条
第
二
項
第
二
号
」
に
、
「

第
十
一
項
」
を
「
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
一
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

法
附
則
第
三
十
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め

ら
れ
た
排
出
ガ
ス
保
安
基
準
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
の
細
目
を
定
め
る
告
示
及
び

道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
第
二
章
及
び
第
三
章
の
規
定
の
適
用
関
係
の
整
理
の
た
め
必
要
な
事
項
を
定
め
る
告
示
の
一

部
を
改
正
す
る
告
示
（
平
成
三
十
年
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
二
十
八
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基

準
の
細
目
を
定
め
る
告
示
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
細
目
告
示
」
と
い
う
。
）
第
四
十
一
条
第
一
項
第
十
一
号
イ
の

基
準
又
は
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
第
二
章
及
び
第
三
章
の
規
定
の
適
用
関
係
の
整
理
の
た
め
必
要
な
事
項
を
定
め
る



七
五
頁

告
示
第
二
十
八
条
第
百
三
十
三
項
の
基
準
と
す
る
。

附
則
第
八
条
の
三
の
四
第
十
項
中
「
附
則
第
三
十
条
第
六
項
第
二
号
」
を
「
附
則
第
三
十
条
第
二
項
第
二
号
」
に
改
め
、

「
低
排
出
ガ
ス
車
認
定
」
の
下
に
「
実
施
要
領
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
認
定
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
低
排
出

ガ
ス
車
認
定
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

法
附
則
第
三
十
条
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
第
百
四
十
五
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
機
器
等
製
造
事
業
者
等
の
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項
を
勘
案
し
て

総
務
省
令
で
定
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
（
同
法
第
百
四
十
七
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
を
い
う
。
）
と
す
る
。

一

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
十
八
条
第
一
号
に
掲
げ
る
乗
用
自
動
車

乗
用
自
動
車

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
機
器
等
製
造
事
業
者
等
の
判
断
の
基
準
等
に
定
め
る
基

準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率

二

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
十
八
条
第
八
号
に
掲
げ
る
貨
物
自
動
車

貨
物
自
動
車

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
機
器
等
製
造
事
業
者
等
の
判
断
の
基
準
等
に
定
め
る
基



七
六
頁

準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率

附
則
第
八
条
の
三
の
四
第
十
一
項
中
「
附
則
第
三
十
条
第
七
項
第
一
号
」
を
「
附
則
第
三
十
条
第
三
項
第
一
号
」
に
改
め

、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
十
二
項
中
「
附
則
第
三
十
条
第
七
項
第
一
号
」
を
「
附
則
第
三
十
条
第
三
項
第
一
号

」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

自
動
車
の
燃
費
性
能
の
評
価
及
び
公
表
に
関
す
る
実
施
要
領
（
第
九
項
第
一
号
及
び
次
条
に
お
い
て
「
燃
費
評
価
実

施
要
領
」
と
い
う
。
）
第
四
条
の
二
に
規
定
す
る
平
成
三
十
二
年
度
燃
費
基
準
達
成
・
向
上
達
成
レ
ベ
ル
（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
平
成
三
十
二
年
度
燃
費
基
準
達
成
レ
ベ
ル
」
と
い
う
。
）
が
百
三
十
以
上
で
あ
る
こ
と
及
び
当
該
軽
自

動
車
に
係
る
自
動
車
検
査
証
に
お
い
て
そ
の
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

附
則
第
八
条
の
三
の
四
第
十
二
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

７

法
附
則
第
三
十
条
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
平
成
十
七
年
十
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら

れ
た
排
出
ガ
ス
保
安
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
軽
自
動
車

の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
値
と
す
る
。

一

旧
細
目
告
示
第
四
十
一
条
第
一
項
第
三
号
イ
の
表
の

に
掲
げ
る
軽
自
動
車

同
表
の

の
窒
素
酸
化
物
の
欄
に
掲

(1)

(1)



七
七
頁

げ
る
値

二

旧
細
目
告
示
第
四
十
一
条
第
一
項
第
三
号
イ
の
表
の

に
掲
げ
る
軽
自
動
車

同
表
の

の
窒
素
酸
化
物
の
欄
に
掲

(4)

(4)

げ
る
値

附
則
第
八
条
の
三
の
四
第
十
三
項
中
「
附
則
第
三
十
条
第
七
項
第
一
号
」
を
「
附
則
第
三
十
条
第
三
項
第
一
号
」
に
改
め

、
同
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

平
成
三
十
二
年
度
燃
費
基
準
達
成
レ
ベ
ル
が
百
三
十
以
上
で
あ
る
こ
と
及
び
当
該
軽
自
動
車
に
係
る
自
動
車
検
査
証

に
お
い
て
そ
の
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

附
則
第
八
条
の
三
の
四
第
十
三
項
第
二
号
中
「
第
四
項
第
一
号
」
を
「
前
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と

し
、
同
条
第
十
四
項
中
「
附
則
第
三
十
条
第
七
項
第
二
号
」
を
「
附
則
第
三
十
条
第
三
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

燃
費
評
価
実
施
要
領
第
四
条
に
規
定
す
る
平
成
二
十
七
年
度
燃
費
基
準
達
成
・
向
上
達
成
レ
ベ
ル
（
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
「
平
成
二
十
七
年
度
燃
費
基
準
達
成
レ
ベ
ル
」
と
い
う
。
）
が
百
三
十
五
以
上
で
あ
る
こ
と
及
び
当
該
軽
自
動

車
に
係
る
自
動
車
検
査
証
に
お
い
て
そ
の
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
。



七
八
頁

附
則
第
八
条
の
三
の
四
第
十
四
項
第
二
号
中
「
第
十
一
項
第
二
号
」
を
「
第
五
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九

項
と
し
、
同
条
第
十
五
項
中
「
附
則
第
三
十
条
第
七
項
第
二
号
」
を
「
附
則
第
三
十
条
第
三
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
第

一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

平
成
二
十
七
年
度
燃
費
基
準
達
成
レ
ベ
ル
が
百
三
十
五
以
上
で
あ
る
こ
と
及
び
当
該
軽
自
動
車
に
係
る
自
動
車
検
査

証
に
お
い
て
そ
の
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

附
則
第
八
条
の
三
の
四
第
十
五
項
第
二
号
中
「
第
四
項
第
二
号
」
を
「
第
七
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項

と
し
、
同
条
第
十
六
項
中
「
附
則
第
三
十
条
第
八
項
第
一
号
」
を
「
附
則
第
三
十
条
第
四
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
第
一

号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

平
成
三
十
二
年
度
燃
費
基
準
達
成
レ
ベ
ル
が
百
十
以
上
百
三
十
未
満
で
あ
る
こ
と
及
び
当
該
軽
自
動
車
に
係
る
自
動

車
検
査
証
に
お
い
て
そ
の
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

附
則
第
八
条
の
三
の
四
第
十
六
項
第
二
号
中
「
第
十
一
項
第
一
号
」
を
「
第
五
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十

一
項
と
し
、
同
条
第
十
七
項
中
「
附
則
第
三
十
条
第
八
項
第
一
号
」
を
「
附
則
第
三
十
条
第
四
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項

第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



七
九
頁

一

平
成
三
十
二
年
度
燃
費
基
準
達
成
レ
ベ
ル
が
百
十
以
上
百
三
十
未
満
で
あ
る
こ
と
及
び
当
該
軽
自
動
車
に
係
る
自
動

車
検
査
証
に
お
い
て
そ
の
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

附
則
第
八
条
の
三
の
四
第
十
七
項
第
二
号
中
「
第
四
項
第
一
号
」
を
「
第
七
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
二

項
と
し
、
同
条
第
十
八
項
中
「
附
則
第
三
十
条
第
八
項
第
二
号
」
を
「
附
則
第
三
十
条
第
四
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
第

一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

平
成
二
十
七
年
度
燃
費
基
準
達
成
レ
ベ
ル
が
百
十
五
以
上
百
三
十
五
未
満
で
あ
る
こ
と
及
び
当
該
軽
自
動
車
に
係
る

自
動
車
検
査
証
に
お
い
て
そ
の
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

附
則
第
八
条
の
三
の
四
第
十
八
項
第
二
号
中
「
第
十
一
項
第
二
号
」
を
「
第
五
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十

三
項
と
し
、
同
条
第
十
九
項
中
「
附
則
第
三
十
条
第
八
項
第
二
号
」
を
「
附
則
第
三
十
条
第
四
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項

第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

平
成
二
十
七
年
度
燃
費
基
準
達
成
レ
ベ
ル
が
百
十
五
以
上
百
三
十
五
未
満
で
あ
る
こ
と
及
び
当
該
軽
自
動
車
に
係
る

自
動
車
検
査
証
に
お
い
て
そ
の
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

附
則
第
八
条
の
三
の
四
第
十
九
項
第
二
号
中
「
第
四
項
第
二
号
」
を
「
第
七
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
四



八
〇
頁

項
と
す
る
。

附
則
第
十
二
条
の
三
第
三
項
の
表
第
八
号
中
「
米
殻
粉
」
を
「
米
穀
粉
」
に
改
め
、
同
表
第
九
号
中
「
麦
加
工
品
製
造
業

」
の
下
に
「
（
パ
ス
タ
製
造
業
を
含
む
。
）
」
を
、
「
施
設
」
の
下
に
「
（
パ
ス
タ
製
造
業
に
あ
つ
て
は
、
パ
ス
タ
の
生
産

の
用
に
供
す
る
設
備
を
有
す
る
施
設
）
」
を
加
え
、
同
表
第
十
二
号
中
「
豚
肉
調
整
品
製
造
業
」
を
「
豚
肉
調
製
品
製
造
業

」
に
改
め
、
同
号
を
同
表
第
十
四
号
と
し
、
同
表
第
十
一
号
中
「
牛
肉
調
整
品
製
造
業
」
を
「
牛
肉
調
製
品
製
造
業
」
に
改

め
、
同
号
を
同
表
第
十
三
号
と
し
、
同
表
第
十
号
を
同
表
第
十
二
号
と
し
、
同
表
第
九
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

十

砂
糖
製
造
業

砂
糖
の
生
産
の
用
に
供
す
る
設
備
を
有
す
る
施
設

十
一

菓
子
製
造
業
（
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
製
造
業
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
又
は
ビ
ス
ケ
ッ
ト
の
生
産
の

キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
製
造
業
及
び
ビ
ス
ケ
ッ
ト
製
造

用
に
供
す
る
設
備
を
有
す
る
施
設

業
に
限
る
。
）

附
則
第
二
十
四
条
第
九
項
中
「
「
仮
換
地
等
納
税
義
務
者
」
を
「
「
特
定
仮
換
地
等
納
税
義
務
者
」
に
改
め
、
同
項
の
表

第
四
項
第
一
号
の
項
か
ら
第
五
項
の
表
以
外
の
部
分
の
項
ま
で
の
規
定
中
「
仮
換
地
等
」
を
「
特
定
仮
換
地
等
」
に
改
め
、

同
表
第
五
項
の
表
の
第
一
号
の
項
中
「
仮
換
地
等
」
を
「
特
定
仮
換
地
等
」
に
、
「仮

換
地

等

」
を
「特

定
仮

換
地

等

」
に



八
一
頁

改
め
、
同
表
第
五
項
の
表
の
第
二
号
の
項
中
「
仮
換
地
等
の
」
を
「
特
定
仮
換
地
等
の
」
に
、
「
仮
換
地
等
に
」
を
「
特
定

仮
換
地
等
に
」
に
、
「仮

換
地

等
に

」
を
「特

定
仮

換
地

等
に

」
に
、
「仮

換
地

等
納

税
義

務
者

」
を
「特

定
仮

換
地

等
納

税
義

務
者

」
に
、
「仮

換
地

等
の

」
を
「特

定
仮

換
地

等
の

」
に
改
め
、
同
表
第
五
項
の
表
の
第
三
号
の
項
中
「
仮
換
地
等

に
」
を
「
特
定
仮
換
地
等
に
」
に
、
「仮

換
地

等
に

」
を
「特

定
仮

換
地

等
に

」
に
、
「仮

換
地

等
納

税
義

務
者

」
を
「特

定
仮

換
地

等
納

税
義

務
者

」
に
改
め
、
同
表
第
六
項
の
項
か
ら
第
八
項
の
表
以
外
の
部
分
の
項
ま
で
の
規
定
中
「
仮
換
地
等

」
を
「
特
定
仮
換
地
等
」
に
改
め
、
同
表
第
八
項
の
表
の
第
五
項
の
表
の
第
一
号
の
項
及
び
第
八
項
の
表
の
第
五
項
の
表
の

第
二
号
の
項
中
「
仮
換
地
等
」
を
「
特
定
仮
換
地
等
」
に
、
「仮

換
地

等

」
を
「特

定
仮

換
地

等

」
に
改
め
、
同
表
第
八
項

の
表
の
第
六
項
の
項
の
項
中
「
仮
換
地
等
」
を
「
特
定
仮
換
地
等
」
に
改
め
る
。

第
七
号
様
式
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
七
号
様
式

（
別
添
①
）

挿
入

第
十
六
号
の
九
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
六
号
の
九
様
式

（
別
添
②
）

挿
入

第
三
十
三
号
の
四
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



八
二
頁

第
三
十
三
号
の
四
様
式

（
別
添
③
）

挿
入

第
五
十
五
号
の
五
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
五
十
五
号
の
五
様
式

（
別
添
④
）

挿
入

（
自
動
車
重
量
譲
与
税
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

自
動
車
重
量
譲
与
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
自
治
省
令
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
自
家
用
の
乗
用
車
の
台
数
の
算
定
）

第
三
条
の
二

法
第
二
条
の
二
第
一
項
の
自
家
用
の
乗
用
車
の
台
数
の
算
定
は
、
毎
年
度
、
前
年
の
四
月
一
日
現
在
に
お
い

て
行
う
も
の
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に

定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
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一

第
一
条
中
地
方
税
法
施
行
規
則
第
一
条
の
十
七
を
同
令
第
一
条
の
十
九
と
す
る
改
正
規
定
、
同
令
第
一
条
の
十
六
の
改

正
規
定
、
同
条
を
同
令
第
一
条
の
十
八
と
す
る
改
正
規
定
及
び
同
令
第
一
条
の
十
五
の
次
に
二
条
を
加
え
る
改
正
規
定
並

び
に
第
五
十
五
号
の
五
様
式
の
改
正
規
定
並
び
に
次
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
並
び
に
附
則
第
七
条
の
規
定

平
成

三
十
一
年
六
月
一
日

二

第
一
条
中
地
方
税
法
施
行
規
則
第
八
条
の
十
六
及
び
第
八
条
の
十
七
の
改
正
規
定

平
成
三
十
一
年
七
月
一
日

（
道
府
県
民
税
及
び
市
町
村
民
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
税
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
十
六
及
び
第
一

条
の
十
七
の
規
定
は
、
平
成
三
十
二
年
十
月
一
日
以
後
に
開
始
す
る
新
規
則
第
一
条
の
十
六
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
対
象

期
間
に
係
る
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
指
定
」
と
い
う
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
都
道
府

県
、
市
町
村
又
は
特
別
区
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
都
道
府
県
等
」
と
い
う
。
）
が
同
項
に
規
定
す
る
申
出
書
等
を
提
出

す
る
場
合
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

２

前
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
に
係
る
指
定
を
都
道
府
県
等
が

受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
新
規
則
第
一
条
の
十
六
及
び
第
一
条
の
十
七
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
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欄
に
掲
げ
る
新
規
則
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
一
条
の
十
六
第
一
項

七
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一

四
月
一
日
か
ら
同
月
十
日
ま
で

日
ま
で

第
一
条
の
十
六
第
二
項

毎
年
十
月
一
日
か
ら
翌
年
九

平
成
三
十
一
年
六
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
九
月
三

月
三
十
日
ま
で

十
日
ま
で

を
い
う
。

を
い
う
。
た
だ
し
、
総
務
大
臣
が
、
指
定
を
受
け
よ
う

と
す
る
都
道
府
県
等
に
つ
い
て
、
当
該
期
間
を
指
定
対

象
期
間
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
る
場
合
に

は
、
当
該
都
道
府
県
等
に
係
る
指
定
対
象
期
間
は
平
成

三
十
一
年
六
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
期

間
と
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
新
規
則
第
一
条
の
十
六
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る

同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
指
定
対
象
期
間
に
係
る
指
定
を
さ
れ
た
都
道
府
県
等
は
、
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
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成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
に
係
る
指
定
を
受
け
る
た
め
に
、
新
規
則
第
一
条
の

十
六
第
一
項
に
規
定
す
る
申
出
書
等
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
都
道
府
県
等
が
行
う
当
該

申
出
書
等
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
同
条
及
び
新
規
則
第
一
条
の
十
七
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
地
方
消
費
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

新
規
則
第
七
条
の
二
の
十
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と

い
う
。
）
以
後
に
行
わ
れ
る
地
方
消
費
税
の
清
算
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
地
方
消
費
税
の
清
算
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
自
動
車
取
得
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

新
規
則
第
十
六
号
の
九
様
式
は
、
施
行
日
以
後
の
自
動
車
の
取
得
に
対
し
て
課
す
べ
き
自
動
車
取
得
税
に
つ
い
て
適

用
し
、
施
行
日
前
の
自
動
車
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
自
動
車
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
事
業
所
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
税
法
施
行
規
則
第
二
十
四
条
の
二
十
二
に
規
定
す
る
助
成
金
の
支
給
に
係
る

施
設
又
は
設
備
に
係
る
事
業
所
等
に
お
い
て
行
う
事
業
に
対
し
て
課
す
る
事
業
所
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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（
地
方
自
治
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

地
方
自
治
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
内
務
省
令
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
歳
入
歳
出
予
算
の
款
項
の
区
分
及
び
目
の
区
分
の
歳
入
の
表
都
道
府
県
の
項
の
欄
及
び
目
の
欄
中

「

４
地

方
道

路
譲

与
税

１
地

方
道

路
譲

与
税

を
」

「

４
自

動
車

重
量

譲
与

税

１
自

動
車

重
量

譲
与

税

５
地

方
道

路
譲

与
税

に
改
め
、
同
表
の
備
考
１
中

１
地

方
道

路
譲

与
税

」

「

４
地

方
道

路
譲

与
税

１
地

方
道

路
譲

与
税

を
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」

「

４
自

動
車

重
量

譲
与

税

１
自

動
車

重
量

譲
与

税

５
地

方
道

路
譲

与
税

に
、

１
地

方
道

路
譲

与
税

」

「

４
地

方
道

路
譲

与
税

１
地

方
道

路
譲

与
税

５
航

空
機

燃
料

譲
与

税

を

１
航

空
機

燃
料

譲
与

税

」

「

４
自

動
車

重
量

譲
与

税

１
自

動
車

重
量

譲
与

税
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５
地

方
道

路
譲

与
税

１
地

方
道

路
譲

与
税

に
改
め
、
同
表
の
備
考
２
中
「1

3
地

方

６
航

空
機

燃
料

譲
与

税

１
航

空
機

燃
料

譲
与

税

」

特
例

交
付

金

」
を
「1

2
地

方
特

例
交

付
金

」
に
、
「５

号

」
を
「４

号

」
に
、

「

７
道

（府
県

）民
税

所
得

割
臨

時
交

付
金

１
道

（府
県

）民
税

所
得

割
臨

時
交

付
金

１
道

（府
県

）民
税

所
得

割
臨

時
交

付
金

８
地

方
消

費
税

交
付

金
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１
地

方
消

費
税

交
付

金

１
地

方
消

費
税

交
付

金

９
ゴ

ル
フ

場
利

用
税

交
付

金

１
ゴ

ル
フ

場
利

用
税

交
付

金

１
ゴ

ル
フ

場
利

用
税

交
付

金

1
0

自
動

車
取

得
税

交
付

金

１
自

動
車

取
得

税
交

付
金

１
自

動
車

取
得

税
交

付
金

を

２
旧

法
に

よ
る

自
動

車
取

得
税

交
付

金

1
1

軽
油

引
取

税
交

付
金

１
軽

油
引

取
税

交
付

金

１
軽

油
引

取
税

交
付

金



九
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２
旧

法
に

よ
る

軽
油

引
取

税
交

付
金

1
2

国
有

提
供

施
設

等
所

在
市

町

村
助

成
交

付
金

１
国

有
提

供
施

設
等

所
在

市
町

村
助

成
交

付
金

１
国

有
提

供
施

設
等

所
在

市
町

村
助

成
交

付
金

」

「

７
地

方
消

費
税

交
付

金

１
地

方
消

費
税

交
付

金

１
地

方
消

費
税

交
付

金

８
ゴ

ル
フ

場
利

用
税

交
付

金
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１
ゴ

ル
フ

場
利

用
税

交
付

金

１
ゴ

ル
フ

場
利

用
税

交
付

金

９
自

動
車

取
得

税
交

付
金

１
自

動
車

取
得

税
交

付
金

１
自

動
車

取
得

税
交

付
金

２
旧

法
に

よ
る

自
動

車
取

得
税

交
付

金

1
0

軽
油

引
取

税
交

付
金

に
改

１
軽

油
引

取
税

交
付

金

１
軽

油
引

取
税

交
付

金

２
旧

法
に

よ
る

軽
油

引
取

税
交

付
金

1
1

国
有

提
供

施
設

等
所

在
市

町
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村
助

成
交

付
金

１
国

有
提

供
施

設
等

所
在

市
町

村
助

成
交

付
金

１
国

有
提

供
施

設
等

所
在

市
町

村
助

成
交

付
金

」

め
る
。

（
総
務
省
関
係
法
令
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
七
条

総
務
省
関
係
法
令
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
項
中
「
第
二
十
六
条
第
三
項
及
び
第
四
十
三
条
（
こ
れ
ら

の
規
定
を
」
を
「
第
二
十
六
条
第
三
項
（
第
七
百
三
十
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
七
条

の
二
第
三
項
、
第
四
十
三
条
（
」
に
改
め
、
「
第
二
百
九
十
八
条
第
三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
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用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
の
下
に
「
、
第
三
百
十
四
条
の
七
第
三
項
」
を
加
え
、
同
表
地
方
税
法
施
行
規
則
の
項
中
「
第

二
条
の
五
の
二
第
一
項
」
を
「
第
一
条
の
十
六
第
一
項
、
第
一
条
の
十
七
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
二
条
の
五
の
二
第
一
項

」
に
改
め
る
。

（
地
方
債
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
八
条

地
方
債
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
八
年
総
務
省
令
第
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
の
二
第
一
項
中
「
変
更
さ
れ
た
市
町
村
」
の
下
に
「
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」

を
加
え
、
「
年
度
の
地
方
交
付
税
法
の
規
定
に
基
づ
く
普
通
交
付
税
の
額
、
基
準
財
政
収
入
額
並
び
に
特
別
と
ん
譲
与
税
、

自
動
車
重
量
譲
与
税
、
航
空
機
燃
料
譲
与
税
及
び
地
方
揮
発
油
譲
与
税
」
を
「
年
度
に
お
け
る
令
第
十
三
条
第
四
号
の
普
通

交
付
税
の
額
、
基
準
財
政
収
入
額
及
び
同
号
に
規
定
す
る
特
定
収
入
見
込
額
」
に
、
「
特
別
と
ん
譲
与
税
、
自
動
車
重
量
譲

与
税
、
航
空
機
燃
料
譲
与
税
、
地
方
揮
発
油
譲
与
税
及
び
石
油
ガ
ス
譲
与
税
）
の
収
入
見
込
額
並
び
に
算
入
公
債
費
の
額
及

び
算
入
準
公
債
費
の
額
」
を
「
令
第
十
三
条
第
三
号
の
普
通
交
付
税
の
額
、
基
準
財
政
収
入
額
及
び
同
号
に
規
定
す
る
特
定

収
入
見
込
額
と
し
、
特
別
区
に
あ
っ
て
は
同
条
第
五
号
の
普
通
交
付
金
の
額
、
基
準
財
政
収
入
額
及
び
同
号
に
規
定
す
る
特

定
収
入
見
込
額
と
す
る
。
）
並
び
に
法
第
五
条
の
三
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
算
入
公
債
費
等
の
額
」
に
改
め
、
同
項
第



九
四
頁

三
号
中
「
計
算
し
た
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
四
年
前
の
」
の
下
に
「
年
の
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
四
年
前

の
年
度
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度
以
後
」
を
「
四
年
前
の
年
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度
以
後
」
に
改
め
る
。

附
則
第
一
条
の
二
中
「
地
方
法
人
特
別
税
等
に
関
す
る
暫
定
措
置
法
（
平
成
二
十
年
法
律
第
二
十
五
号
）
」
を
「
地
方
税

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
十
三
号
。
以
下
「
平
成
二
十
八
年
地
方
税
法
等
改
正
法
」
と

い
う
。
）
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
地
方
法
人
特
別
税
等
に
関
す
る
暫
定
措
置
法
（
平
成
二
十
年
法
律
第
二
十
五
号

。
以
下
「
廃
止
前
暫
定
措
置
法
」
と
い
う
。
）
及
び
平
成
二
十
八
年
地
方
税
法
等
改
正
法
附
則
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
廃
止
前
暫
定
措
置
法
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
条
の
二
第
一
号
中
「
地
方
法
人
特
別
税
等
に
関
す
る
暫
定
措
置
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
年
総
務
省
令
第
八
十

六
号
）
」
を
「
地
方
税
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
省
令
（
平
成
二
十
八
年
総
務
省
令
第
三
十
九
号
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
改
正
省
令
」
と
い
う
。
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
地
方
法
人
特
別
税
等
に
関
す
る
暫
定
措
置
法
施

行
規
則
（
平
成
二
十
年
総
務
省
令
第
八
十
六
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
廃
止
前
暫
定
措
置
法
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）

及
び
改
正
省
令
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
廃
止
前
暫
定
措
置
法
施
行
規
則
」
に

、
「
か
ら
地
方
法
人
特
別
税
等
に
関
す
る
暫
定
措
置
法
」
を
「
か
ら
廃
止
前
暫
定
措
置
法
及
び
平
成
二
十
八
年
地
方
税
法
等
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改
正
法
附
則
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
廃
止
前
暫
定
措
置
法
」
に
、
「

以
下
「
減
収
額
」
を
「
次
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
「
地
方
法
人
特
別
税
等
減
収
額
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
次
号
」

を
「
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
二
条
の
十
五
」
に
、
「
減
収
額
」
を
「
地
方
法
人
特
別
税
等
減
収
額
」
に
改
め
、
同
条
第
三

号
中
「
減
収
額
」
を
「
地
方
法
人
特
別
税
等
減
収
額
」
に
改
め
る
。

附
則
第
七
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
平
成
三
十
年
度
か
ら
平
成
三
十
二
年
度
ま
で
の
間
」
を
「
平
成
三
十
一

年
度
」
に
、
「
同
条
第
一
項
中
「
及
び
地
方
揮
発
油
譲
与
税
」
と
あ
る
の
は
「
、
地
方
揮
発
油
譲
与
税
及
び
交
通
安
全
対
策

特
別
交
付
金
」
と
、
「
及
び
石
油
ガ
ス
譲
与
税
」
と
あ
る
の
は
「
、
石
油
ガ
ス
譲
与
税
、
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
、
分

離
課
税
所
得
割
交
付
金
（
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
附
則
第
七
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
指
定
都

市
に
対
し
交
付
す
る
も
の
と
さ
れ
る
分
離
課
税
に
係
る
所
得
割
に
係
る
交
付
金
を
い
う
。
）
及
び
道
府
県
民
税
所
得
割
臨
時

交
付
金
（
地
方
税
法
及
び
航
空
機
燃
料
譲
与
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
二
号
）
附
則
第
五
条

第
七
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
都
市
に
対
し
交
付
す
る
も
の
と
さ
れ
る
道
府
県
民
税
の
所
得
割
に
係
る
交
付
金
を
い
う
。
）
」

と
、
「
並
び
に
算
入
公
債
費
の
額
及
び
算
入
準
公
債
費
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
、
算
入
公
債
費
の
額
及
び
算
入
準
公
債
費
の

額
」
を
「
同
条
第
一
項
中
「
令
第
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
令
附
則
第
十
条
、
第
十
一
条
又
は
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
読
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み
替
え
ら
れ
た
令
第
十
三
条
」
と
、
「
並
び
に
法
第
五
条
の
三
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
算
入
公
債
費
等
の
額
」
と
あ
る

の
は
「
、
法
第
五
条
の
三
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
算
入
公
債
費
等
の
額
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
一
項
と
し
、
同
項

の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

平
成
三
十
二
年
度
に
お
け
る
第
十
四
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
令
第
十
三
条
」
と
あ
る

の
は
「
令
附
則
第
十
条
、
第
十
一
条
、
第
十
二
条
又
は
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
令
第
十
三
条
」
と
、

「
並
び
に
法
第
五
条
の
三
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
算
入
公
債
費
等
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
、
法
第
五
条
の
三
第
四
項

第
一
号
に
規
定
す
る
算
入
公
債
費
等
の
額
並
び
に
地
方
交
付
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第

三
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
三
十
三
条
の
五
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
さ
れ
た
地
方
債
の
額
及
び
法
第
三
十
三
条
の
五
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
地

方
債
の
額
」
と
す
る
。

附
則
第
七
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

平
成
三
十
三
年
度
に
お
け
る
第
十
四
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
令
第
十
三
条
」
と
あ
る

の
は
「
令
附
則
第
十
一
条
、
第
十
二
条
、
第
十
三
条
又
は
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
令
第
十
三
条
」
と
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、
「
並
び
に
法
第
五
条
の
三
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
算
入
公
債
費
等
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
、
法
第
五
条
の
三
第
四

項
第
一
号
に
規
定
す
る
算
入
公
債
費
等
の
額
並
び
に
法
第
三
十
三
条
の
五
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
起
こ
す
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
さ
れ
た
地
方
債
の
額
」
と
す
る
。

附
則
第
七
条
第
五
項
中
「
及
び
地
方
揮
発
油
譲
与
税
」
と
あ
る
の
は
「
、
地
方
揮
発
油
譲
与
税
及
び
交
通
安
全
対
策
特
別

交
付
金
」
と
、
「
及
び
石
油
ガ
ス
譲
与
税
」
と
あ
る
の
は
「
、
石
油
ガ
ス
譲
与
税
、
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
及
び
分
離

課
税
所
得
割
交
付
金
（
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
附
則
第
七
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
指
定
都
市

に
対
し
交
付
す
る
も
の
と
さ
れ
る
分
離
課
税
に
係
る
所
得
割
に
係
る
交
付
金
を
い
う
。
）
」
を
「
令
第
十
三
条
」
と
あ
る
の

は
「
令
附
則
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
令
第
十
三
条
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四

項
中
「
及
び
地
方
揮
発
油
譲
与
税
」
と
あ
る
の
は
「
、
地
方
揮
発
油
譲
与
税
及
び
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
」
と
、
「
及

び
石
油
ガ
ス
譲
与
税
」
と
あ
る
の
は
「
、
石
油
ガ
ス
譲
与
税
、
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
及
び
分
離
課
税
所
得
割
交
付
金

（
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
附
則
第
七
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
指
定
都
市
に
対
し
交
付
す
る
も

の
と
さ
れ
る
分
離
課
税
に
係
る
所
得
割
に
係
る
交
付
金
を
い
う
。
）
」
と
、
「
並
び
に
算
入
公
債
費
の
額
及
び
算
入
準
公
債

費
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
、
算
入
公
債
費
の
額
及
び
算
入
準
公
債
費
の
額
」
を
「
令
第
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
令
附
則
第
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十
三
条
又
は
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
令
第
十
三
条
」
と
、
「
並
び
に
法
第
五
条
の
三
第
四
項
第
一
号
に

規
定
す
る
算
入
公
債
費
等
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
、
法
第
五
条
の
三
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
算
入
公
債
費
等
の
額
」
に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

平
成
三
十
四
年
度
に
お
け
る
第
十
四
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
令
第
十
三
条
」
と
あ
る

の
は
「
令
附
則
第
十
二
条
、
第
十
三
条
又
は
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
令
第
十
三
条
」
と
、
「
並
び
に

法
第
五
条
の
三
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
算
入
公
債
費
等
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
、
法
第
五
条
の
三
第
四
項
第
一
号
に

規
定
す
る
算
入
公
債
費
等
の
額
並
び
に
法
第
三
十
三
条
の
五
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

さ
れ
た
地
方
債
の
額
」
と
す
る
。

（
都
及
び
特
別
区
の
標
準
税
収
入
額
の
算
定
方
法
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
九
条

都
及
び
特
別
区
の
標
準
税
収
入
額
の
算
定
方
法
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
九
年
総
務
省
令
第
三
十
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
号
中
「
及
び
航
空
機
燃
料
譲
与
税
」
を
「
、
自
動
車
重
量
譲
与
税
及
び
航
空
機
燃
料
譲
与
税
」
に
、
「
及
び

石
油
ガ
ス
譲
与
税
」
を
「
、
石
油
ガ
ス
譲
与
税
及
び
自
動
車
重
量
譲
与
税
」
に
改
め
る
。
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（
地
方
税
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
十
条

地
方
税
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
三
十
年
総
務
省
令
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

地
方
税
法
施
行
規
則
附
則
第
二
条
の
七
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

附
則
第
二
条
の
八
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
附
則
第
九
条
第
二
十
三
項
の
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
要
す
る
金
銭
に
相
当
す
る
金
額
等
）

第
二
条
の
九

法
附
則
第
九
条
第
二
十
三
項
に
規
定
す
る
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
要
す
る
金
銭
に
相
当
す
る
金
額
と
し
て

総
務
省
令
で
定
め
る
金
額
は
、
賠
償
負
担
金
相
当
金
（
電
気
事
業
法
施
行
規
則
（
平
成
七
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
七

号
）
第
四
十
五
条
の
二
十
一
の
四
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
賠
償
負
担
金
相
当
金
を
い
う
。
）
の
額
と
す
る
。

２

法
附
則
第
九
条
第
二
十
三
項
に
規
定
す
る
原
子
力
発
電
工
作
物
の
廃
止
に
要
す
る
金
銭
に
相
当
す
る
金
額
と
し
て
総

務
省
令
で
定
め
る
金
額
は
、
廃
炉
円
滑
化
負
担
金
相
当
金
（
電
気
事
業
法
施
行
規
則
第
四
十
五
条
の
二
十
一
の
七
第
一

項
第
三
号
に
規
定
す
る
廃
炉
円
滑
化
負
担
金
相
当
金
を
い
う
。
）
の
額
と
す
る
。

３

法
附
則
第
九
条
第
二
十
三
項
に
規
定
す
る
発
電
事
業
者
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
原
子
力
発
電
事
業
者
（
電
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気
事
業
法
施
行
規
則
第
四
十
五
条
の
二
十
一
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
原
子
力
発
電
事
業
者
を
い
う
。
）
と
す
る
。

附
則
第
一
条
第
三
号
中
「
附
則
第
二
条
の
七
」
を
「
附
則
第
二
条
の
八
」
に
改
め
る
。


